
十
二
支
の
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
俗
信
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
肥
尾
尚
子

Φ
C
眉
Φ
「
Φ
自
自
O
コ
ω
O
コ
吟
コ
Φ
。
．
穗
ぽ
ζ
ヨ
Φ
、
、
O
コ
巳
吟
7
Φ
．
．
司
ミ
る
、
、
O
⇒
一
＝
Φ
〇
三
コ
Φ
⑩
Φ
N
O
合
①
O
O
O
一
Φ
コ
α
O
「

はじ
め
に

0
「
四
悪
十
悪
」
説
の
原
型

②
「
四
悪
十
悪
」
説

③
「
四
目
十
目
」
と
い
う
名
称

0
「
四
目
十
目
」
の
迷
信
に
対
す
る
批
判

⑤
「
四
悪
十
悪
」
説
と
方
鑑

おわ
り
に

［論文
要
旨
］

　丙
午
・
庚
申
な
ど
の
十
干
十
二
支
に
関
す
る
俗
信
に
比
べ
、
十
二
支
に
関
す
る
俗
信
は
、
先
行
研
　
　
　
う
俗
忌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

究
が
少な
く
未
だ
実
像
が
明
ら
か
で
な
い
。
前
稿
「
十
二
支
の
『
七
ツ
目
』
に
関
す
る
俗
信
」
で
は
、
　
　
　
江
戸
時
代
の
「
四
悪
十
悪
」
説
に
は
、
調
べ
て
み
る
と
二
系
統
が
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

お
互
い
の
生
年
の
支
が
数
え
て
七
ツ
目
同
士
に
な
る
男
女
は
相
性
が
良
い
、
と
す
る
俗
説
が
江
戸
時
　
　
　
一
つ
は
、
一
支
に
つ
き
組
み
合
わ
せ
を
忌
む
支
を
一
つ
ず
つ
設
け
て
い
る
系
統
で
あ
り
、
も
う
一
つ

代
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
本
稿
で
は
、
お
互
い
の
生
年
の
支
が
四
ツ
目
と
十
目
に
当
た
　
　
　
は
、
一
支
に
つ
き
二
つ
ず
つ
設
け
て
い
る
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
後
者
の
系
統
の
方
が
主

る
男
女
の
組
み
合
わ
せ
を
不
吉
と
す
る
俗
説
を
と
り
上
げ
、
そ
の
内
容
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
　
　
　
流
と
な
り
、
現
在
ま
で
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
ゆ
と
お
め

る
こ
と
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
行
の
辞
典
類
で
は
、
右
の
「
四
悪
十
悪
」
説
を
、
一
般
に
「
四
目
十
目
」
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
め
と
お
め

　こ
の
四
ツ
目
・
十
目
を
忌
む
相
性
の
説
は
、
七
ツ
目
を
喜
ぶ
相
性
の
説
と
吉
凶
一
対
と
し
て
扱
わ
　
　
　
こ
れ
は
、
明
治
期
以
降
、
「
四
悪
十
悪
」
説
で
忌
む
「
四
ツ
目
十
目
」
が
、
「
夜
目
遠
目
」
と
い
う
諺

れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
両
者
は
本
来
別
々
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
論
文
に
依
れ
ば
、
右
の
　
　
　
と
結
び
つ
い
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
名
称
で
あ
る
。

四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
禁
忌
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
「
四
厄
重
惑
」
説
を
原
型
と
し
て
生
ま
れ
た
　
　
　
　
尚
、
江
戸
時
代
の
家
相
者
の
説
に
、
そ
の
年
の
支
か
ら
数
え
て
、
四
ツ
目
と
十
目
に
当
た
る
支
の

も
の
で
あ
り
、
当
時
「
四
悪
十
悪
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
調
査
の
結
果
、
右
の
「
四
厄
重
　
　
　
表
す
方
位
を
、
そ
の
年
の
凶
方
と
す
る
説
が
あ
っ
た
。
こ
の
方
位
の
説
と
「
四
悪
十
悪
」
説
の
関
連

惑
」
と
並
ん
で
「
四
厄
十
惑
」
と
い
う
説
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
「
四
悪
十
悪
」
の
原
型
と
考
　
　
　
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
追
究
し
て
い
き
た
い
。

え
得
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
「
四
厄
重
惑
」
・
「
四
厄
十
惑
」
説
は
共
に
、
中
国
の
「
当
梁
年
」
と
い
　
　
　
　
以
上
、
本
稿
で
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
俗
信
の
輪
郭
に
つ
い
て
記
し
た
。

1
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は

じ
め
に

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
七
集
所
載
の
拙
稿
「
十
二
支
の
『
七
ツ

目
』
に
関
す
る
俗
信
」
で
は
、
現
代
人
に
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
江
戸
時

代
の

俗
信
の
一
種
、
「
七
ツ
目
信
仰
」
の
実
態
を
述
べ
、
そ
の
流
行
の
背
景
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
た
。

「七
ツ

目
」
と
は
、
人
の
生
年
の
十
二
支
（
本
命
）
を
起
点
（
一
ツ
目
）
と
し
て
数

え
て
、
七
ツ
目
に
当
た
る
支
（
例
え
ば
本
命
が
子
な
ら
午
）
の
こ
と
で
あ
る
。
「
七

ツ
目
信
仰
」
と
は
、
こ
の
「
七
ツ
目
」
に
当
た
る
支
獣
を
描
い
た
絵
を
常
に
拝
し
て

い

る
と
運
が
開
け
る
、
と
す
る
俗
信
の
こ
と
で
、
特
に
安
永
・
天
明
期
を
中
心
と
し

て

流

行
を
み
た
。
こ
の
七
ツ
目
の
支
獣
を
重
ん
ず
る
所
か
ら
転
じ
て
、
お
互
い
の
生

年
の
支
が
数
え
て
七
ツ
目
に
当
た
る
者
同
士
は
相
性
が
良
い
、
と
い
う
俗
説
も
派
生

し
た
こ
と
は
、
既
に
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
年
の
十
二
支
と
男
女
相
性
を
結
び
付
け
て
考
え
る
俗
説
と
し
て
は
、

右
の

よ
う
な
、
本
命
が
七
ツ
目
同
士
に
当
た
る
男
女
の
組
合
わ
せ
を
吉
と
す
る
説
の

他

に
、
本
命
が
四
ツ
目
同
士
及
び
十
目
同
士
の
男
女
の
組
み
合
わ
せ
を
凶
と
す
る
説

も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
前

稿
で
も
少
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
資
料
の
中
に
は
、
こ
の
四
ツ
目
・

十
目
に
関
す
る
禁
忌
と
、
七
ツ
目
の
相
性
の
説
と
を
、
一
対
の
も
の
と
し
て
併
記
し

て

い

る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
の
下
る
資
料
で
あ
る
が
、
例
え
ば
『
日
本
僅

諺
大

全
』
（
明
治
四
〇
年
六
月
五
日
発
行
『
滑
稽
新
聞
』
第
一
四
〇
号
附
録
、
馬
角

　
　
　
　
　
　
よ
　
め
　
　
　
め
　
　
　
　
　
め

斎
編
）
に
は
、
「
四
目
十
目
七
つ
目
」
と
い
う
言
い
方
が
載
っ
て
お
り
、
十
二
支
の

四

ツ
目
・
十
目
・
七
ツ
目
を
一
括
す
る
認
識
の
し
か
た
が
読
み
と
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
命
が
四
ツ
目
・
十
目
同
士
に
あ
た
る
男
女
の
組
み
合
わ
せ
を
凶

と
す
る
説
と
、
七
ツ
目
同
士
を
吉
と
す
る
説
と
は
、
共
に
人
の
生
年
の
支
を
問
題
と

す
る
相
性
の
説
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吉
凶
一
対
に
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合

が

あ
る
。
し
か
し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
説

は
、
七
ツ
目
信
仰
の
流
行
以
前
か
ら
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
も

と
も
と
七
ツ
目
の
説
と
は
異
な
る
過
程
を
経
て
別
個
に
成
立
し
た
説
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
前
稿
で
詳
し
く
ふ
れ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る

相
性
の
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
の
変
遷
や
、
現
在
ま
で
の
伝
存
状
況
な
ど
に
つ

い

て

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
一
般
に
、
丙
午
・
庚
申
な
ど
十
干
十
二
支
に
関
す
る
俗

信

に
比
べ
る
と
、
十
二
支
に
関
す
る
俗
信
が
研
究
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少

な
い
が
、
そ
の
内
で
も
、
生
年
の
支
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
生
年
の
支
か
ら
幾
ツ
目

か

の

支

を
問
題
と
す
る
タ
イ
プ
の
俗
信
は
、
研
究
上
と
り
わ
け
見
過
ご
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
扱
う
四
ツ
目
・
十
目
の
説
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

前
稿
で
扱
っ
た
七
ツ
目
に
関
す
る
俗
信
の
輪
郭
が
よ
り
明
確
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
め
と
お
め

　
現
在
、
こ
の
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
相
性
の
説
は
、
「
四
目
十
目
」
と
い
う
名

称

で
呼
ば

れ
て

辞

典
類
の
見
出
し
語
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
管
見
に
入
る
限
り
で
は
、

四

ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
俗
説
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
論
考
の
形
の
も
の
は
ほ
と

ん

ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
『
日
本
の
俗
信
第
2
　
俗
信
と
迷
信
』
（
昭
和
二
七
年
刊
、
迷

信
調
査
協
議
会
編
、
技
報
堂
）
の
第
四
章
「
天
文
暦
法
に
関
す
る
迷
信
の
解
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

（
日
野
寿
一
担
当
）
の
第
八
節
「
男
女
合
性
」
が
、
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
俗
説

に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
ふ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
「
男
女
合
性
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
と
　

あ
い
し
よ
う

日
野
氏
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
当
時
、
「
四
う
目
・
十
う
目
」
を
忌
む
合
性

の

迷
信
が

ま
だ
広
く
残
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
三
世
相
太

鑑
』
の
文
章
を
根
拠
と
し
て
、
四
ツ
目
・
十
目
を
忌
む
相
性
の
説
は
、
も
と
も
と
は
、

江
戸

時
代
中
期
の
「
四
厄
重
惑
」
説
を
原
型
と
し
て
そ
の
内
容
を
単
純
化
し
て
成
立

し
た
も
の
で
あ
り
、
俗
に
「
四
悪
十
悪
」
説
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ

て

お
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
日
野
氏
所
引
の
『
三
世
相
太
鑑
』
以
外
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
各

2
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種

刊
行
さ
れ
た
雑
書
類
か
ら
採
集
し
た
記
事
を
も
と
に
し
て
、
「
四
厄
重
惑
」
説
・

「
四
悪
十
悪
」
説
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。
ま
た
辞
典
類
の
記
事
な
ど
を
も
と
に
、
現
在
云
う
所
の
「
四
目
十
目
」
の
意
味

に

つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

●
「
四
悪
十
悪
」
説
の
原
型

　
　
　
　
　
　
「
四
厄
重
惑
」
説
と

「
四

厄
十
惑
」
説

　
先

に
挙
げ
た
『
日
本
の
俗
信
第
2
　
俗
信
と
迷
信
』
（
昭
和
二
七
年
刊
）
の
日
野

寿
一
氏
に
よ
る
第
四
章
「
天
文
暦
法
に
関
す
る
迷
信
の
解
明
」
中
の
第
八
節
「
男
女

マ

マ合
性
」
は
、
『
迷
信
の
解
剖
』
（
昭
和
九
年
刊
、
日
野
九
思
著
、
東
洋
文
化
研
究
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

の

第
十
一
章
「
厄
歳
と
相
性
」
の
第
十
節
「
男
女
相
性
」
を
増
補
し
た
形
の
内
容
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
前
述
の
よ
う
に
、
日
野
寿
一
氏
は
「
男
女
合
性
」
の
中
で
、
『
三
世
相
太
鑑
』
な

る
書
（
編
者
、
刊
年
な
ど
は
論
文
中
に
示
さ
れ
て
い
な
い
）
か
ら
、
次
の
よ
う
に
引

用
を
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
し
よ
う

　
　

〇
四
厄
重
惑
と
は
十
二
支
の
相
生
を
言
う
。
俗
に
四
悪
十
悪
と
て
、
年
よ
り

　
　
年
ま
で
敷
え
て
四
う
目
十
う
目
を
忌
む
人
あ
り
。
甚
し
き
間
違
い
な
り
。
四
厄

　
　
重

惑
と
は
十
二
支
の
中
、
巳
・
午
・
申
・
酉
年
生
れ
の
人
に
あ
り
て
、
そ
の
他

　
　
の

年
に
生
れ
た
る
人
に
は
な
き
も
の
な
り
。
即
ち
巳
と
申
・
午
と
酉
の
二
つ
は

　
　

四
厄
な
り
。
巳
と
午
・
申
と
酉
・
午
と
申
・
酉
と
酉
・
申
と
申
・
巳
と
酉
・
巳

　
　
と
巳
・
午
と
午
・
こ
の
八
つ
は
重
惑
で
あ
る
。
そ
の
他
に
四
厄
重
惑
は
な
き
も

　
　
の
な
り

こ
の
『
三
世
相
太
鑑
』
は
所
在
不
明
の
書
で
あ
っ
て
、
私
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き

て

い

な
い
。
よ
っ
て
、
右
の
引
用
文
は
日
野
氏
が
引
用
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
写

し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
尚
、
『
迷
信
の
解
剖
』
第
十
一
章
第
十
節
「
男
女
相
性
」
に
お
い
て
は
、
『
三
世
相

相
太
鑑
』
な
ら
ぬ
『
三
世
相
大
鑑
』
な
る
書
（
こ
れ
も
所
在
不
明
の
た
め
、
私
は
未

見
）
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
右
の
引
用
文
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
文
章
を
『
三
世
相
太
鑑
』
の
文
章
と
対
照
し
て
み
る
と
、
ハ
行
の
仮
名
が
歴
史

的
仮
名
遣
で
表
記
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
他
、
次
の
よ
う
な
字
句
の
差
異

が
み
ら
れ
る
。
（
傍
点
臆
尾
）

『三
世
相
太
鑑
』

四

厄
重
惑
（
冒
頭
）

四
う
目
十
う
目

』即

ち
巳
と
申
・
午

と
酉
の
二
つ
は
四

厄
な
り
。

こ
れ
ら
の
差
異
か
ら
、

『三
世
相
大
鑑
』

四

厄
十
惑
（
冒
頭
）

　
び
　
　
　
　
　
と

四

つ

目
十
う
目

　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
カ
　
る
　
　
　
コ

即

ち
己
と
申
、
午
と
酉
（
共
に
四
つ
目
に
し
て

十
目
な
り
）
の
此
の
二
は
四
厄
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
い
は
『
三
世
相
太
鑑
』
と
『
三
世
相
大
鑑
』
は
別
書
か
、

と
い
う
疑
い
も
わ
こ
う
が
、
『
日
本
の
俗
信
第
2
』
の
「
男
女
合
性
」
の
節
と
『
迷

信
の
解
剖
』
の
「
男
女
相
性
」
の
節
の
、
こ
れ
以
外
の
部
分
を
比
べ
て
み
る
と
、
明

ら
か
に
同
一
書
と
み
ら
れ
る
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
文
章
で
あ
っ
て
も
、
各
々
の
節
に

お
い
て
微
妙
に
字
句
が
異
な
っ
て
い
る
箇
所
が
度
々
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

『
三

世

相
太
鑑
』
と
『
三
世
相
大
鑑
』
は
、
必
ず
し
も
別
書
と
考
え
な
く
て
も
よ
い

か

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
日
野
寿
一
氏
は
、
先
に
引
い
た
『
三
世
相
太
鑑
』
の
文
章
を
も
と
に
、
四

ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
説
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ

る
。　

　
　
徳
川
中
期
に
五
行
相
剋
説
に
基
い
て
「
四
厄
重
惑
」
と
い
う
迷
信
が
製
造
せ

　
　

ら
れ
た
。
そ
れ
が
登
音
の
近
似
か
ら
「
四
悪
十
悪
」
と
誤
ら
れ
、
更
に
分
り
や

　
　

す
く
「
四
う
目
十
う
目
」
と
愛
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
四
う
目
即
ち
三

　
　
つ
違
い
、
ま
た
は
十
う
目
即
ち
九
つ
違
い
の
男
女
は
性
が
合
わ
な
い
か
ら
結
婚

　
　

し
て
は
い
け
な
い
と
言
い
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
一
段
間
違
つ
て
、
四
つ
違

　
　

い

と
十
う
違
い
の
男
女
も
い
け
な
い
と
な
つ
て
い
る
地
方
も
あ
る
。
四
う
目
十

3
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う
旦
即
ち
三
つ
違
い
と
九
つ
違
い
な
ら
ば
合
せ
て
十
二
で
十
二
支
に
關
係
が
あ

　
　

る
が
、
四
つ
違
い
と
十
違
い
で
は
合
せ
て
十
四
と
な
り
、
何
ら
の
意
味
が
な
く

　
　
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
三
世
相
太
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
本
命
が
四
ツ
目
・
十
目
に
当
た
る

男
女
の
組
み
合
わ
せ
を
忌
む
「
四
悪
十
悪
」
・
「
四
う
目
十
う
目
」
の
説
は
、
「
四
厄

重

惑
」
と
い
う
説
の
変
型
し
た
も
の
、
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
「
四
厄
重
惑
」
説

と
は
、
『
三
世
相
太
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
巳
・
申
・
午
・
酉
を
本
命
と
す
る
男
女
間
に

起

こ
り
得
る
組
み
合
わ
せ
全
十
種
の
う
ち
、
二
種
（
巳
と
申
、
午
と
酉
と
い
う
組
み

合

わ
せ
）
を
「
四
厄
」
と
呼
び
、
残
り
八
種
を
「
重
惑
」
と
呼
ん
で
、
そ
れ
ら
を
忌

む
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
巳
・
申
・
午
・
酉
以
外
の
年
に
生
ま
れ
た
者
に
は

何
の

障
り
も
な
い
と
す
る
。

　

こ
の
「
四
厄
重
惑
」
説
に
お
い
て
、
四
ツ
目
・
十
目
と
関
わ
り
が
あ
る
の
は
、
十

種
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち
で
二
種
（
「
四
厄
」
と
い
わ
れ
る
も
の
）
の
み
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
男
女
合
性
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
即
ち
十
二
支
へ
の
五
行
配
當
で
は
巳
午
は
火
、
申
酉
は
金
で
あ
る
。
火
剋
金
で

　
　
あ
る
か
ら
、
巳
午
と
申
酉
は
合
性
で
な
い
と
い
う
か
と
思
え
ば
、
巳
と
申
、
午

　
　

と
酉
即
ち
四
う
目
だ
け
が
い
け
な
い
の
で
あ
つ
て
、
火
と
金
で
あ
る
に
拘
ら
ず

　
　

巳
と
酉
、
午
と
申
は
四
厄
に
な
ら
な
い
の
は
解
稗
に
苦
し
む
。
巳
と
申
は
四
う

　
　

目
で
あ
る
が
、
申
か
ら
巳
ま
で
は
十
う
目
に
な
る
。
酉
か
ら
午
ま
で
も
十
う
目

　
　

に
な
る
。
故
に
四
う
目
十
う
目
は
二
つ
の
事
柄
で
は
な
く
て
、
同
じ
事
柄
を
繰

　
　
り
返
し
て
い
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ

ま
り
、
巳
・
午
・
申
・
酉
年
生
ま
れ
の
男
女
の
組
み
合
わ
せ
全
十
種
の
う
ち
、
四

ツ

目
・
十
目
と
関
わ
り
の
あ
る
組
み
合
わ
せ
は
、
巳
と
申
、
午
と
酉
の
二
組
に
限
ら

れ

る
。
「
四
厄
」
と
よ
ば
れ
る
こ
の
二
組
の
支
は
、
一
方
か
ら
一
方
ま
で
を
数
え
る

と
、
四
ツ
目
で
あ
る
と
共
に
十
目
で
も
あ
る
、
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

以
外
の

八
種
の
組
は
、
四
ツ
目
・
十
目
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
（
下
図
参
照
）

　
尚
、
右
に
い
う
十
二
支
へ
の
五
行
配
当
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

晶
丑

寅
　
巳
　
一

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

厄

子

　
　
　
　
　
　
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

亥

　
　
未
づ
θ
一

　
　
　
　
　
申
⑳
妬

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、
『
三
世
相
太
鑑
』
の
説
く
「
四
厄
重
惑
」
説
以
外
に
、
江
戸

時
代
に
は
そ
れ
と
よ
く
似
た
「
四
厄
十
惑
」
と
い
う
説
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
も

ま
た
「
四
悪
十
悪
」
説
の
原
型
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。
以
下

に
、
「
四
厄
十
惑
」
の
説
明
を
掲
載
し
て
い
る
書
を
ω
～
ω
と
し
て
示
す
。

ω
　
　
『
永
代
大
雑
書
万
暦
大
成
』
（
角
書
「
天
保
新
選
」
、
天
保
＝
二
三
八
四
二
〕

　
年
刊
）
巻
中
よ
り

　
　
　
　
　
な
ん
に
よ
あ
ひ
し
や
う
つ
せ
つ
　
　
し
や
く
じ
ふ
わ
く

　
　
百
廿
　
男
女
相
性
圓
説
井
四
厄
十
惑
の
事

　
　
　
　
　
　
ロ
ぐ
ロ
ぎ
や
う
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
し
　
　
さ
う
じ
や
う
さ
う
こ
く
　
　
　
　
　
そ
の
な
か
　
　
し
や
く
し
ふ
わ
く

　
　

（
略
）
又
五
行
の
外
に
十
二
支
の
相
生
相
克
あ
り
其
中
に
四
厄
十
惑
と
て

　
　
綴
諾
に
蕊
事
あ
り
　
傑
に
ハ
四
悪
廿
悪
と
て
十
二
吏
の
中
帥
鋭
の
茸
よ
り
四
ツ

　
　
　
　
　
　
　
い
む
ひ
と
　
　
　
　
　
　
ニ
れ
は
な
ハ
　
　
ニ
コ
ろ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
く
し
ふ
わ
く

　
　
め

と
十
ヲ
め
を
忌
人
あ
り
　
是
甚
だ
心
得
ち
が
ひ
な
り
　
四
厄
十
惑
と
ハ
十

　
　
　
し
　
　
さ
う
わ
う
さ
う
こ
く
　
　
い
む
　
　
　
　
　
た
べ
　
　
　
　
　
き
ら
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
む
ま
さ
る
と
り

　
　
二
支
の

相
旺
相
克
を
忌
事
に
て
只
四
ツ
を
嫌
な
り
　
其
四
ツ
と
ハ
巳
午
申
酉

　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
む
ま
さ
る
と
り
　
　
か
ぎ
つ
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
む
ま
　
　
さ
る

　
　
な
り
　
そ
の
余
ハ
忌
事
な
し
　
右
巳
午
申
酉
に
限
て
忌
わ
け
は
巳
火
午
火
申

　
　
　
と
り
か
ね
　
　
　
　
く
わ
こ
く
き
ん
く
わ
わ
う
く
わ
き
ん
わ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
さ
う
ニ
く
　
　
な
か
　
　
　
　
く
わ
ニ
く
き
ん
　
　
ニ
と

　

　
金
酉
金
に
て
火
克
金
火
旺
火
金
旺
金
と
な
る
　
相
克
の
中
に
も
火
克
金
ハ
殊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
だ
ん
　
　
い
ミ
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
ミ
　
　
さ
る
　
　
え
と

　
　

に
は
な
は
だ
し
き
ゆ
ゑ
縁
談
に
忌
恐
る
・
な
り
　
先
女
巳
男
申
は
支
の
四
ツ
め

　
　
　
　
く
わ
ニ
く
き
ん
　
　
　
　
　
　
ニ
れ
　
　
し
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
や
く
な
ん
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し

　
　

に
て
火
克
金
な
り
　
是
を
四
厄
と
い
ふ
は
厄
ハ
厄
難
の
義
に
て
は
な
は
だ
悪
し

　
　
ゆ
ゑ
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ニ
く
き
ん

　
　
故
に
忌
な
り
　
又
女
申
男
巳
ハ
同
し
く
火
克
金
に
て
女
よ
り
ハ
十
ヲ
め
な
り

　
　
ニ
れ
　
　
じ
ゆ
ん
　
　
さ
う
ニ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
し
や
く

　
　
是

ハ

順

の

相
克
に
て
男
よ
り
女
を
克
す
る
な
れ
ば
前
の
四
厄
ほ
ど
に
ハ
あ
ら

4
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か
ね
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ろ
　
　
な
ま
　
　
あ
ら
そ
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
か
ね
　
　
ま
ど
ふ
　
　
　
い

　
　

ね
ど
も
金
火
の
た
め
に
蕩
け
鈍
り
争
ひ
逆
ハ
ざ
る
ゆ
ゑ
火
又
金
に
惑
の
意
あ

　
　
　
　
ニ
れ
　
　
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
お
ぽ

　
　

り
是
を
十
惑
と
い
ふ
惑
と
は
ま
ど
ふ
な
り
さ
れ
ば
男
よ
り
女
に
惑
ひ
溺

　
　
　
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
ま
た
　
　
む
ま
　
　
と
り
　
　
ぎ
や
く
　
　
く
わ
ニ
く
き
ん
　
　
　
　
し
ゃ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

　
　

る
・
ゆ
ゑ
忌
な
り
　
亦
女
午
男
酉
も
逆
の
火
克
金
に
て
四
厄
な
り
　
又
女
酉

　
　
　
む
ま
　
　
じ
ゆ
ん
　
　
さ
う
ニ
く
　
　
　
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ミ
　
　
む
ま
　
　
む
ま
　
　
　
　
　
　
し
や
く
じ
ふ

　
　

男
午
ハ
順
の
相
克
に
て
十
惑
な
り
　
又
女
巳
男
巳
女
午
男
午
な
ど
ハ
四
厄
十

　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
く
わ
わ
う
く
わ
　
　
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
　
　
さ
る
　
　
と
り
　
　
と
り

　
　
惑
な
ら
ね
ど
も
火
と
火
に
て
火
旺
火
と
旺
し
て
あ
し
く
女
申
男
申
女
酉
男
酉
も

　
　
か
ね
　
　
か
ね
　
　
き
ん
わ
う
き
ん
　
　
わ
う
　
　
　
　
あ
し
　
　
　
　
こ
の
ほ
か
　
　
　
　
や
く
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か

　
　
金

と
金
と
金
旺
金
と
旺
し
て
悪
し
　
此
外
に
四
厄
十
惑
ハ
な
し
　
然
る
を
い
づ

　
　
　
　
え
と
　
　
　
　
　
　
あ
く
　
　
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ミ
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
う

　
　
れ

の

支

に
も
四
悪
十
悪
あ
り
と
て
忌
避
る
ハ
ま
ど
ひ
の
は
な
は
だ
し
き
に
て
相

　
　
じ
や
う
　
　
り
や
う
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
・
し
　
　
　
　
（
－
）

　
　
生

の

良
縁
を
あ
や
ま
つ
事
あ
り
　
慎
む
べ
し

　
尚
、
明
治
一
七
年
刊
の
『
万
暦
大
雑
書
三
世
相
大
全
』
に
も
、
「
男
女
相
性
圓
説

井
四
厄
十
惑
の
事
」
と
し
て
、
右
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
み
え
る
。

②
　
　
『
女
嗜
日
用
宝
』
（
天
保
一
四
〔
一
八
四
三
〕
年
刊
）
よ
り

　
　
　
あ
ひ
し
や
う
し
や
く
し
ふ
わ
く

　
　

○
相
性
四
厄
十
惑
の
事

　
　
よ
　
　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く
　
　
　
　
え
　
と
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
が
ひ
　
　
　
　
し

　
　

世
に
四
厄
十
悪
と
て
干
支
の
四
ツ
目
と
十
ヲ
目
を
忌
ハ
大
な
る
間
違
な
り
四

　
　
や
く
し
う
わ
く
　
　
　
　
え
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
　
　
い
み
ほ
か
　
　
　
　
さ
ハ
リ
　
　
　
　
ミ
む
ま
さ
る
と
り
　
　
　
　
さ
う
わ
う

　
　
厄

十
惑
と
て
干
支
の
中
に
て
只
四
を
忌
他
に
は
障
な
し
巳
午
申
酉
な
り
相
旺

　
　
さ
う
ニ
く
　
　
り
　
　
　
　
こ
れ
　
　
い
む
　
　
さ

　
　
相
克
の
理
に
て
是
を
忌
事
左
の
ご
と
し

　
　
　
ミ
　
　
　
さ
る
　
　
く
わ
こ
く
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
く

女
巳
男
申

　
さ
る
　
　
　
　
ベ
ミ

女
申
男
巳

　
と
り
　
　
む
ま

女
酉
男
午

　
む
ま
　
　
と
り

女
午
男
酉

女
巳
男
巳

　
む
ま
　
　
む
ま

女
午
男
午

　
と
り
　
　
　
と
り

女
酉
男
酉

　
さ
る
　
　
　
さ
る

女
申
男
申

　
え
ん
だ
ん

（
2
）
ず

火
克
金
に
て
大
に
あ
し
し

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ふ
わ
く

　
　
　
　
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
よ

右
縁
談
に
深
く
忌
べ
し
此
余
に
決
し
て
四
厄
十
惑
と
い
ふ
事
な
し
迷
ふ
べ
か
ら

火
克
金

に
て
あ
し
し

火
克
金
に
て
あ
し
し

火
克
金

に
て
あ
し
し

く
わ
わ
う
く
わ

火
旺
火

に
て
あ
し
し

火
旺

火

に
て
あ
し
し

き
ん
わ
う
き
ん

金
旺
金

に
て
あ
し
し

金
旺
金

に
て
あ
し
し

　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
け
つ

③
　
　
『
女
文
章
初
雁
金
』

　
分

よ
り

　
　
四

厄
と
い
ふ

十
惑
と
云

十
惑
と
云

四

厄

と
云
ふ

い
む忌
べ
し

忌
べ
し

忌
べ
し

忌
べ
し

　
し
や
く
し
ふ
わ
く

（弘
化
四
〔
一
八
四
七
〕
年
祓
、
松
陽
山
筆
）
の
頭
書
部

（4）

し
や
く
じ
う
ハ
く
　
　
こ
と

四
厄
十
惑
の
事

よ
　
　
　
　
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
ミ
つ
か
ら
　
　
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
だ
ん

世

に
四
悪
十
悪
と
て
自
の
年
よ
り
四
ツ
め
十
ヲ
め
に
あ
た
る
を
縁
談
な
と
に

わ

け
　
　
い
ミ
　
　
　
　
は
な
は
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
こ
け
う
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
き
よ
　
　
　
　
　
　
あ
し
き

分
て

忌
そ
の
甚
し
き
に
い
た
り
て
は
親
子
兄
弟
に
て
も
同
居
す
れ
ハ
悪
な

　
　
　
　
き
よ
し
よ
　
　
ち
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
　
　
お
や
け
う
だ
い
　
　
　
　
　
　
き
ひ

ど
い
ふ
て
居
所
を
違
へ
な
ど
し
て
惑
へ
る
も
の
あ
り
元
よ
り
親
兄
弟
た
と
へ
厳

し
き
そ
う
ニ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
　
さ
ま
た
け

敷

相
剋
な
り
と
も
何
の
妨
か
あ
ら
ん
し
か
る
に
こ
の
四
悪
十
悪
と
い
ふ
ハ

お

ほ
い
　
　
た
が
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
う
ち
そ
う
わ
う
そ
う
こ
く

大

に
違
へ
り
四
厄
十
惑
な
り
そ
の
ゆ
ヘ
ハ
た
“
十
二
支
の
内
相
旺
相
剋
と
て

い

む
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
ハ
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら

忌
年
た
“
四
ツ
あ
り
則
巳
午
申
酉
な
り
こ
の
外
に
い
む
こ
と
更
に
な
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ

ヘ
バ

巳
ハ
火
な
り
午
も
火
な
り
申
ハ
金
な
り
酉
も
金
な
り
こ
の
故
男
巳
女
申
ハ

く
ハ
こ
く
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け

火

剋
金

と
な
り
て
相
剋
の
う
ち
に
て
は
別
て
甚
し
き
ゆ
へ
是
を
嫌
ふ
も
つ
と
も

と
し
　
　
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
　
　
こ
と

年
の
数
四
ッ
め
に
あ
た
る
故
こ
れ
を
四
厄
と
い
ふ
厄
と
ハ
厄
難
の
事
な
り
又
女

　
　
　
　
く
ハ
こ
く
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
れ
　
　
　
　
わ
く

申
男
巳
ハ
火
剋
金
に
て
女
よ
り
十
ヲ
め
に
あ
た
る
是
を
十
惑
と
い
ふ
さ
れ
と

じ
ゆ
ん
　
　
そ
う
ニ
く
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ろ

順

の
相
剋

に
し
て
前
の
四
厄
よ
り
ハ
軽
し
と
い
へ
ど
も
金
火
の
た
め
に
蕩
け

か

ね
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
い
む

金

ま
た
火
に
惑
ふ
の
意
あ
れ
バ
男
よ
り
女
に
惑
ひ
溺
る
・
ゆ
へ
忌
也
ま
た
女
午

　
　
　
ぎ
や
く
　
　
く
ハ

男
酉
も
逆
の
火
剋
金
に
て
四
厄
な
り
ま
た
女
酉
男
午
ハ
順
の
相
剋
に
て
十
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
わ
う
く
ハ
　
　
　
　
ひ
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
き
ら

な
り
ま
た
女
巳
男
巳
女
午
男
午
ハ
火
旺
火
と
て
火
と
火
な
れ
バ
嫌
ふ
女
申
男
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
わ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
の
ほ
か
　
　
　
　
や
く

女
酉
男
酉
ハ
金
と
金
に
て
金
旺
金
と
な
る
ゆ
へ
こ
れ
を
い
む
此
外
に
四
厄
十
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
と
　
　
　
　
　
ニ
じ
う
え
　
　
　
　
　

さ
く

は

な
し
し
か
る
を
い
つ
れ
の
干
支
に
も
あ
り
と
心
得
て
こ
れ
を
い
ミ
避
る
ハ

あ
や
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
う
ゑ
ん
　
　
　
　
　
　
　
は
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
と
　
　
な
け

誤

り
に
て
こ
よ
な
き
良
縁
を
も
と
り
外
す
事
あ
ら
ん
ハ
殊
に
歎
か
し
け
れ
バ

　
　
　
し
る
　
　
　
（
3
）

こ
・
に
記
す
な
り

『国
宝
大
雑
書
万
宝
選
』
（
嘉
永
六
〔
一
八
五
三
〕
年
刊
、
柳
園
種
春
編
）
よ

り
　
な
ん
に
よ
そ
う
せ
う
つ
せ
つ
　
　
し
や
く
じ
う
わ
く
　
　
こ
と

　
男
女
相
生
圖
説
井
四
厄
十
惑
之
事

　
　
　
　
　
ご
ぎ
や
う
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
し
　
　
そ
う
ぜ
う
そ
う
ニ
く
　
　
そ
の
う
ち
　
　
し
や
く
じ
う
ハ
く
　
　
　
　
ゑ
ん
だ
ん

　

（略
）
又
五
行
の
外
に
十
二
支
の
相
生
相
克
有
其
中
に
四
厄
十
惑
と
て
縁
談

　
　
い
む
ニ
と
　
　
そ
く
　
　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
な
か
じ
ぷ
ん
　
　
　
し

　

に
忌
事
有
俗
に
四
悪
十
悪
と
て
十
二
支
の
中
自
分
の
支
よ
り
四
ツ
め
と
十
ヲ
め

　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
ニ
れ
は
な
ハ
　
　
こ
　
ろ
へ
ち
が
　
　
　
　
し
や
く
じ
う
ハ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
そ
う
わ
う
そ
う
ニ
く

　

を
忌
人
あ
り
是
甚
だ
心
得
違
ひ
也
四
厄
十
惑
と
ハ
十
二
支
の
相
旺
相
克
を
忌

　
　
　
　
　
た
　
　
も
　
　
　
　
　
き
ら
ふ
　
　
そ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
い
む

　

こ
と
に
て
只
四
ツ
を
嫌
也
其
四
ツ
と
ハ
巳
午
申
酉
な
り
其
余
ハ
忌
こ
と
な
し

　
ミ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ
　
　
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
ニ
く
き
ん
く
ハ
を
う
く
ハ
き
ん

　
右

巳
午
申
酉
に
限
つ
て
忌
わ
け
ハ
巳
火
午
火
申
金
酉
金
に
て
火
克
金
火
旺
火
金
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お
う
き
ん
　
　
　
　
そ
う
ニ
く
　
　
な
か
　
　
　
　
く
ハ
こ
く
き
ん
　
　
ニ
と
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん
だ
ん
　
　
い
ミ
お
そ

　
　
旺
金

と
成
相
克
の
中
に
も
火
克
金
ハ
殊
に
甚
ハ
だ
し
き
ゆ
へ
縁
談
に
忌
恐
る
・

　
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
ニ
く
き
ん
　
　
こ
れ
し
や
く
　
　
　
　
　
　
や
く
　
　
や
く
な
ん
　
　
ぎ

　
　

な
り
先
女
巳
男
申
ハ
支
四
ツ
め
に
て
火
克
金
也
是
四
厄
と
い
ふ
厄
ハ
厄
難
の
義

　
　
　
　
は
な
ハ
　
　
あ
し
　
　
ゆ
へ
　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

な
じ
　
　
く
ハ
ニ
く
き
ん

　
　

に
て
甚
だ
悪
し
故
に
忌
也
又
女
申
男
巳
ハ
同
く
火
克
金
に
て
女
よ
り
十
ヲ
め

　
　
　
こ
れ
　
　
じ
ゆ
ん
　
　
そ
う
こ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
し
や
く
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

　
　
也

是
ハ
順
の
相
克
に
て
男
よ
り
女
を
克
す
る
な
れ
バ
前
の
四
厄
ほ
ど
に
ハ
有

　
　
　
　
　
か
ね
ひ
　
　
た
め
　
　
と
ろ
　
　
な
ま
　
　
　
あ
ら
そ
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
か
ね
　
　
ま
ど
　
　
　
こ
　
う

　
　
ね

ど
も
金
火
の
為
に
蕩
け
鈍
り
て
争
ひ
逆
ハ
ざ
る
ゆ
へ
火
又
金
に
惑
ふ
の
意

　
　
　
　
ニ
れ
　
　
じ
う
わ
く
　
　
　
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
お
ぽ
　
　
　
　
ゆ
へ

　
　

あ
り
是
を
十
惑
と
い
ふ
惑
と
ハ
ま
ど
ふ
也
さ
れ
バ
男
よ
り
女
に
惑
ひ
溺
る
・
故

　
　
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゆ
ん
　
　
そ
う
こ
く
　
　
　
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
忌

な
り
又
女
酉
男
午
ハ
順
の
相
克
に
て
十
惑
な
り
女
巳
男
巳
女
午
女
午
な
ど

　
　
　
し
や
く
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ハ
お
う
く
ハ
　
　
お
う
　
　
　
あ
し

　
　
ハ
四

厄

十
惑
な
ら
ね
ど
も
火
と
火
に
て
火
旺
火
と
旺
じ
て
悪
し
女
申
男
申
女
酉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
お
う
き
ん
　
　
　
　
あ
し
　
　
ニ
の
ほ
か
　
　
や
く
　
　
わ
く
　
　
　
　
　
　
し
か
る
　
　
い
つ

　
　
男
酉
も
金
と
金
二
て
金
旺
金
と
て
悪
し
此
外
四
厄
十
惑
ハ
な
し
然
を
何
れ
の

　
　
ゑ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ミ
さ
　
　
　
　
　
　
ま
ど
　
　
　
　
は
な
ハ
だ
し
　
　
　
　
そ
う
ぜ
う
　
　
り
や
う
ゑ
ん

　
　
支

よ
り
も
四
悪
十
悪
と
て
忌
避
く
る
ハ
惑
ひ
の
甚
き
也
相
生
の
良
縁
を
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
・
し
　
　
　
（
4
∀

　
　
や

ま
つ
こ
と
を
慎
む
べ
し

　
以
上

ω
～
ω
は
、
「
四
厄
十
惑
」
説
に
つ
い
て
ほ
ぼ
同
じ
説
明
を
し
て
お
り
、
そ

れ

は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
古
く
よ
り
十
二
支
へ
の
五
行
配
当
は
、
巳
午
は
火
、
申
酉
は
金
と
な
っ
て
い
る
。

（因
み
に
、
寅
卯
は
木
、
丑
辰
未
戌
は
土
、
子
亥
は
水
で
あ
る
。
）
五
行
説
に
依
れ
ば
、

火

と
金
の
対
に
お
い
て
は
、
火
の
方
が
力
が
強
く
、
「
火
剋
金
」
、
つ
ま
り
火
が
金
を

害
す
結
果
に
な
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
女
が
火
で
男
が
金
の
場
合
も
、
ま
た
逆
に
、

女
が
金
で
男
が
火
の
場
合
も
、
い
ず
れ
も
一
方
が
剋
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
不
吉
で
あ

る
が
、
そ
の
内
で
も
特
に
、
女
が
男
を
害
す
前
者
の
方
が
、
よ
り
一
層
悪
い
組
み
合

わ
せ
と
い
わ
れ
る
。
巳
と
申
、
午
と
酉
の
「
火
剋
金
」
の
組
み
合
わ
せ
の
内
で
、
火

性
の

女
が
金
性
の

男
を
害
す
二
組
を
「
四
厄
」
、
火
性
の
男
が
金
性
の
女
を
害
す
二

組

を
「
十
惑
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
四
厄
」
「
十
惑
」
計
四
組
は
、
全
て
、
男

と
女
の
支
の
距
離
が
四
ツ
目
で
あ
る
と
共
に
十
目
に
な
っ
て
い
る
。
（
下
図
参
照
）

こ
の
他
、
四
厄
十
惑
ほ
ど
で
は
な
い
が
よ
く
な
い
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
火
ど
う
し
、

金

ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
場
合
、
一
方
が
も
う
一
方
を
害
す
る

こ
と
は
な
い
が
、
「
相
旺
」
と
い
っ
て
性
質
が
極
端
に
偏
り
、
相
性
が
よ
く
な
い
。

一 四厄一一十惑一

　
以

上

の

「
四
厄
十
惑
」
説
は
、
『
三
世
相
太
鑑
』
所
載
の
「
四
厄
重
惑
」
説
と
比

べ

る
と
、
巳
午
申
酉
を
総
当
た
り
的
に
組
み
合
わ
せ
な
い
点
や
、
男
女
の
性
別
を
考

慮
に
入
れ
て
い
る
点
が
、
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
「
四
厄
重
惑
」
説
と
「
四
厄
十
惑
」

説
の

ど
ち
ら
が
よ
り
古
い
の
か
は
、
今
の
所
不
明
で
あ
る
。
左
に
、
両
説
の
対
照
表

を
示
す
。
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「

四
厄
重
惑
」
説

「
四

厄

十
惑
」
説

四
　
厄

巳
と
申
午
と
酉

四
　
厄

女
巳
と
男
申
女
午
と
男
酉

十
　
惑

女
申
と
男
巳
女
酉
と
男
午

重　惑（
四
ツ
目
十
目
と
無
関
係
）

巳
と
午
申
と
酉
午
と
申
酉
と
巳
巳
と
巳
午
と
午
申
と
申
酉
と
酉

そ
の
他
（
四
ツ
目
十
目
と
無
関
係
）

女
巳
と
男
巳
女
午
と
男
午
女
申
と
男
申
女
酉
と
男
酉

　

さ
て
、
「
四
厄
重
惑
」
説
と
「
四
厄
十
惑
」
説
に
は
前
述
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る

も
の
の
、
十
二
支
の
内
の
巳
申
午
酉
を
本
命
と
す
る
男
女
に
の
み
、
縁
組
み
上
の
禁

忌

を
設
け
て
い
る
、
と
い
う
点
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
何
故
こ
の
四

種
の

支
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
。

　

日
野
寿
一
氏
は
「
男
女
相
性
」
の
中
で
、
五
行
の
火
・
金
に
当
た
っ
て
い
る
四
つ

の

支
に
こ
の
よ
う
な
禁
忌
が
あ
る
理
由
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
私
が
思
う
に
、
當
時
江
戸
で
は
水
害
が
少
く
、
火
事
の
火
難
と
、
武
士
の
斬
り

　
　
棄
て
・
辻
斬
り
・
強
盗
等
の
劒
難
と
が
民
衆
か
ら
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
か
ら

　
　
火

と
金
を
忌
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
火
と
金
を
敬
遠
し
た
の
は
猫
り
四
厄
重
惑
の

　
　
み

で

は
な
い
。
前
に
述
べ
た
丙
午
と
庚
申
も
火
と
金
に
關
す
る
迷
信
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
「
四
厄
重
惑
」
説
の
形
成
さ
れ
た
地
が
江
戸
で
あ
る
確
証

は
、
今
の
所
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　
右
の

よ
う
な
見
方
も
あ
る
一
方
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
辞
書
『
諺
苑
』
（
寛
政
九

〔
一
七

九

七
〕
年
序
、
太
田
全
斎
編
、
写
本
）
で
は
、
「
四
悪
十
悪
」
説
が
中
国
の

「
当
梁
年
」
と
い
う
禁
忌
と
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
次
に
引
用

す
る
。

　
　

四
－
悪
十
－
悪
俗
二
嫁
要
ノ
モ
ノ
其
支
ノ
四
ツ
目
十
目
二
中
ル
ヲ
忌
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
西

土

ニ

モ

是
俗
忌
ア

リ
　
言
鯖
云
俗
以
二
子
午
卯
酉
一
爲
二
當
ー
梁
ー
年
一
嫁
｜

　
　
要
最
－
忌
ト
ア
リ
　
是
二
由
テ
観
レ
ハ
西
土
ハ
子
卯
ノ
四
ト
十
ト
ヲ
忌
テ
丑
寅

　
　

ノ
四
ト
十
ト
ヲ
忌
ニ
ア
ラ
ズ
　
禮
記
二
子
卯
不
樂
ノ
語
ア
レ
ハ
俗
忌
ノ
来
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
コ

ロ

尚
シ
　
儀
礼
士
喪
礼
不
辟
子
卯
　
注
子
卯
桀
村
亡
日
凶
事
不
辟
吉
事
闘
焉

　

『諺

苑
』
を
増
補
し
て
成
っ
た
『
増
補
僅
言
集
覧
』
の
中
巻
（
明
治
三
二
年
刊
、

井
上
頼
国
・
近
藤
瓶
城
増
補
）
の
「
四
悪
十
悪
」
の
項
で
も
、
右
と
ほ
ぼ
同
じ
解
説

が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
に
引
い
て
お
く
。

　
　

四
悪
十
悪
　
四
目
十
目
と
も
云
　
俗
に
嫁
嬰
に
其
人
の
支
の
四
目
十
目
に
中
る

　
　
を
四
悪
十
悪
と
て
忌
む
な
り
　
西
土
に
も
此
俗
忌
に
似
た
る
事
有
り
　
俗
以
二

　
　
子

午
卯
酉
一
爲
二
當
梁
年
一
嫁
妻
最
忌
と
あ
り
　
是
に
由
て
観
れ
ば
西
土
ハ
子

　
　

卯
の
四
と
十
と
を
忌
て
丑
寅
の
四
と
十
と
を
忌
に
ハ
あ
ら
す
　
〔
禮
記
〕
子
卯

　
　
不
樂
　
　
〔
儀
禮
士
喪
禮
〕
不
レ
辟
二
子
卯
一
注
、
子
卯
桀
村
ノ
亡
日
凶
事
不
レ
辟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　

吉
事
閥
焉
と
あ
れ
ば
俗
忌
の
來
る
こ
と
尚
し

　

こ
れ
ら
の
記
事
中
に
み
え
る
「
當
梁
年
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
『
大
漢
和
辞
典
』

第
七
巻
（
昭
和
三
三
年
刊
、
諸
橋
轍
次
編
、
大
修
館
書
店
）
で
は
、

　
　
　
　
　
（
9
）

　
　

〔唐
會
要
、
嫁
要
〕
今
時
俗
以
二
子
卯
午
酉
年
一
、
謂
二
之
當
梁
一
、
其
年
要
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
婦
、
舅
姑
不
二
相
見
一
、
蓋
禮
無
レ
所
レ
撮
、
亦
請
二
禁
断
一
。
〔
海
録
砕
事
、
人

　
　
事
、
婚
聚
〕
俗
以
二
子
午
卯
酉
年
一
、
謂
二
之
當
梁
年
一
、
其
年
要
レ
婦
、
舅
姑

　
　
不
二
相
見
一
、
唐
禁
レ
之
。

と
い
う
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
共
に
宋
代
の
古
い
記
述
で
あ
る
が
、
清
の

『言
鯖
』
が
「
當
梁
年
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
俗
忌
が
清
代
ま
で

言
い
伝
え
ら
れ
残
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
諺
苑
』
や
『
増
補
僅
言
集
覧
』
で
は
、
「
四
悪
十
悪
」
が
「
當
梁
年
」
と
似
て
い

7
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る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
四
悪
十
悪
」
を
そ
の
原
型
た
る
「
四
厄
重

惑
」
　
・
「
四
厄
十
惑
」
に
置
き
か
え
て
み
る
な
ら
ば
、
「
當
梁
年
」
と
の
類
似
性
は

よ
り
一
層
高
い
と
い
え
る
。
十
二
支
の
う
ち
で
、
巳
午
申
酉
を
忌
む
「
四
厄
重

（十
）
惑
」
と
、
子
午
卯
酉
を
忌
む
「
當
梁
年
」
と
で
は
、
共
に
四
支
の
み
を
忌
む

と
い
う
点
が
共
通
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
四
支
の
う
ち
の
二
支
（
午
・
酉
）
ま
で

が
重

な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
當
梁
年
」
で
忌
む
子
午
卯
酉
は
、
ち
ょ
う
ど
三
支
お
き

で

あ
り
、
子
と
卯
・
卯
と
午
・
午
と
酉
・
酉
と
子
の
距
離
を
数
え
て
み
る
と
、
お
互

い

四
ツ
目
十
目
（
例
え
ば
子
か
ら
四
ツ
目
が
卯
、
卯
か
ら
十
目
が
子
）
の
関
係
に
あ

り
、
四
・
十
と
い
う
数
と
特
に
深
い
縁
を
も
っ
て
い
る
。
（
左
図
参
照
）

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
四
厄
重
惑
」
「
四
厄
十
惑
」
は
、
共
に
中
国
の

年
」
と
い
う
俗
忌
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
説
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
「
四
悪
十
悪
」
説

「當
梁

　

「
四

厄
重
惑
」
説
と
「
四
厄
十
惑
」
説
の
ど
ち
ら
が
よ
り
古
い
の
か
は
不
明
だ
が
、

そ
れ
ら
二
説
は
や
が
て
よ
り
単
純
で
規
則
的
な
形
の
「
四
悪
十
悪
」
説
へ
と
変
化
し

て

い

っ

た
と
み
ら
れ
る
。
「
四
悪
十
悪
」
説
で
は
、
巳
午
申
酉
年
生
ま
れ
に
限
ら
ず
、

全
て

の

支
の
人
に
禁
忌
を
設
け
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。

　
尚
、
「
四
厄
重
（
十
）
惑
」
の
「
四
厄
」
と
、
「
四
悪
十
悪
」
の
「
十
悪
」
は
、
共

に
仏
教
語
を
借
り
来
た
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
四
厄
」
と
は
、
お
そ
ら
く

は

「
四

蛎
」
を
指
し
、
人
間
の
身
心
を
苦
に
結
び
つ
け
る
四
種
の
煩
悩
、
欲
輌
・
有

範
・
見
輌
・
無
明
朝
の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
「
十
悪
」
と
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
が

作
る
十
種
の
罪
悪
、
殺
生
・
楡
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
・
綺
語
・
貧
欲
・

瞑
圭
心
・
邪
見
を
指
す
。
「
四
厄
重
（
十
）
惑
」
や
「
四
悪
十
悪
」
の
俗
説
は
、
も
と

も
と
仏
典
に
基
づ
く
説
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
俗
説
に
権
威
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
仏
教
語
を
そ
の
名
称
の
中
に
流
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
調
べ
て
み
る
と
、
「
四
悪
十
悪
」
説
に
は
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
が
わ

か

る
。
一
方
の
系
統
は
、
十
二
支
を
二
支
ず
つ
組
ま
せ
、
そ
の
計
六
対
の
組
み
合
わ

せ

を
忌
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
支
の
組
み
合
わ
せ
方
は
、
例
え
ば
子
と
卯
の
よ

う
に
、
一
方
か
ら
も
う
一
方
ま
で
を
数
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
ツ
目
（
子
か
ら
卯
ま

で
）
と
十
目
（
卯
か
ら
子
ま
で
）
で
あ
る
も
の
を
一
対
と
す
る
。

　
も
う
一
方
の
系
統
は
、
十
二
支
の
各
支
か
ら
数
え
て
、
四
ツ
目
の
支
及
び
十
目
の

支

を
共
に
忌
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
子
年
の
人
に
と
っ
て
は
、
四
ツ
目
の

卯
と
の
組
み
合
わ
せ
と
、
十
目
の
酉
と
の
組
み
合
わ
せ
と
を
、
両
方
避
け
る
べ
き
と

す
る
。

　

こ
れ
ら
二
系
統
の
う
ち
、
仮
に
、
前
者
（
一
つ
の
支
に
と
っ
て
、
組
み
合
わ
せ
を

忌

む
べ
き
支
が
一
つ
ず
つ
存
在
す
る
）
を
A
、
後
者
（
一
つ
の
支
に
と
っ
て
、
忌
む

べ

き
支
が
二
つ
ず
つ
存
在
す
る
）
を
B
と
し
、
A
B
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
江
戸
時

代
の
資
料
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

A
ω
　
　
『
女
要
珠
文
庫
』
（
角
書
「
湖
月
文
章
万
用
宝
訓
」
、
享
保
六
〔
一
七
二
一
〕

　
年
刊
、
寺
田
架
柳
編
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く

　
　
四

悪
十
悪
の
事

　
　
ひ

つ
し
の
と
し
と
　
た
つ
の
と
し

　
　
さ
る
の
と
し
と
　
　
い
の
と
し

8
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む
ま
の
と
し
と
　
　
う
の
と
し

　

　

と
り
の
と
し
と
　
　
ね
の
と
し

　
　
と
ら
の
と
し
と
　
　
ミ
の
と
し

　
　
い

ぬ
の

と
し
と
　
　
う
し
の
と
し

　
　
か

く
の
こ
と
く
む
ま
れ
と
し
の
ゑ
ん
む
す
び
い
む
へ
し
　
か
な
ら
す
わ
ざ
わ
ゐ

　
　
あ
り
　
ゑ
ん
あ
り
と
も
く
ぜ
つ
た
へ
ず
も
の
こ
と
さ
わ
り
あ
る
へ
し
　
よ
く

　
　
　
　
　
　
ふ
さ
い
　
　
ち
き
り
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　く
見
分
夫
妻
の
契
あ
る
べ
し

A
②
　
　
『
森
羅
万
象
要
字
海
』
（
元
文
五
〔
一
七
四
〇
〕
年
刊
、
時
枝
左
門
編
）
の

　
頭
書
部
分
よ
り

　
（
1
2
）

　
　
同
四
悪
十
悪
の
相
生

　
　
未
の
と
し
と
　
　
さ
る
の
と
し
と
　
む
ま
の
と
し
と

　
　
辰

の

と
し
　
　
　
い
の
と
し
　
　
　
う
の
と
し

　
　

と
り
の
と
し
と
　
と
ら
の
と
し
と
　
い
ぬ
の
と
し
と

　
　
ね
の
と
し
　
　
　
ミ
の
と
し
　
　
　
う
し
の
と
し
（
B
）

A
③
　
　
『
女
用
智
恵
鑑
宝
織
』
（
明
和
六
〔
一
七
六
九
〕
年
刊
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
し
あ
く

　

　

同
四
悪
十
あ
く

　
　
ひ

つ

し
の
年
と
　
た
つ
と

さ
る
の
と
し
と

む
ま
と

と
り
と

と
ら
と

い

ぬ
と

い
と

、

つ
と

ね、
ミ

・

つ
し
と

　
　
四
あ
く
十
あ
く
と
て
此
相
性
を
き
ら
ふ
也
　
く
り
や
う
ひ
つ
し
さ
る
と
り
い
ぬ

　
　
ゐ

ね
う
し
と
ら
う
た
つ
是
十
ヲ
め
也
　
又
た
つ
よ
り
ミ
む
ま
ひ
つ
し
是
四
ツ
め

　
　
也

　
い
つ
れ
も
同
じ
く
り
や
う
な
り
　
よ
く
く
見
合
せ
此
相
性
を
い
む
へ
し

　
　
わ
ろ
（
1
4
）

　
　
悪
し

A
ω
　
『
女
要
福
寿
台
』
（
天
明
五
〔
一
七
八
五
〕
年
刊
、
高
田
政
度
編
）
の
頭
書

　
部
分
よ
り

　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く

　
　

四
悪
十
悪
の
事

　
　
ひ

つ
じ
と
た
つ
　
さ
る
と
い
と

　

　

む
ま
と
う
　
　
　
と
り
と
ね
と

　
　

と
ら
と
ミ
　
　
　
い
ぬ
と
う
し
と

　
　
ニ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
し
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
ぐ
ミ

　
　
此

む
ま
れ
年
の
縁
む
す
び
ハ
い
む
と
い
へ
ど
も
世
に
自
然
と
此
ゑ
ん
組
ま
・
有

　
　
　
　
　
　
　
つ
・
し
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
・
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
は
ん
じ
や
う
　
　
　
（
1
5
）

　
　

し
か
れ
ど
も
慎
ふ
か
く
ま
こ
と
の
心
有
人
ハ
け
つ
く
中
よ
く
繁
昌
す
る
也

A
⑤
　
　
『
女
寺
子
調
方
記
』
（
角
書
「
童
女
専
用
」
、
文
化
三
〔
一
八
〇
六
〕
年
刊
、

　
池
田
東
離
亭
編
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く

　
　
〇
四
悪
十
悪
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り

　
　

こ
れ
四
悪
十
悪
と
て
此
相
性
大
二
き
ら
ふ
事
な
り
　
操
や
う
○
ひ
つ
し
さ
る

　
　

と
り
い
ぬ
い
ね
う
し
と
ら
う
た
つ
是
十
ヲ
め
也
　
又
た
つ
ミ
む
ま
ひ
つ
じ
と
な

　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
し
や
う

　
　

る
是
四
ツ
め
な
り
　
い
つ
れ
も
く
り
や
う
同
し
事
な
り
　
此
相
性
大
ニ
ワ
ろ

　
　
　
　
よ
く
く
・
ζ
あ
ハ
せ
　
　
　
　
　

（6
1
）

　
　

し
　
9
5
々
見
合
い
む
べ
し

A
⑥
　
　
『
女
雑
書
教
訓
鑑
』
（
角
書
「
女
子
教
誠
日
用
重
宝
」
、
文
化
九
三
八
一

　

二
〕
年
刊
、
岡
田
玉
山
編
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
し
あ
く
し
う
あ
く
の
ニ
と

　
　
四

悪
十

悪
之
事

　
　
未
ト
辰
　
申
ト
亥

　
　
午
ト
卯
　
酉
ト
子

　
　
寅
ト
巳
　
戌
ト
丑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ミ
お
ほ

　
　
此

む
ま
れ
ど
し
の
縁
む
す
ひ
ハ
い
む
と
い
へ
ど
も
世
に
し
ぜ
ん
と
此
ゑ
ん
組
多

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
つ
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ
う
　
　
　
　
　
　
　
け
つ
く
な
か
　
　
　
　
は
ん
じ
や
う

　
　

く
あ
り
と
い
へ
共
慎
ミ
ふ
か
く
ま
こ
と
の
心
あ
る
人
ハ
結
句
中
よ
く
繁
昌

ひ

つ

じ
の
と
し
と

さ
る
の
と
し
と

む
ま
の
と
し
と

と
り
の
と
し
と

と
ら寅
の
と
し
と

い

ぬ

の

と
し
と

　
　
し
あ
く
　
　
　
あ
く

辰
の
と
し
と

い

の

と
し
と

う
の
と
し
と

子
の
と
し
と

ミ
の
と
し
と

う
し
の
と
し
と

　
あ
い
し
や
う

　
　
　
　
　
こ
れ

9
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（
1
7
）

　
　
す
る
也

A
⑦
　
　
『
女
古
状
揃
園
生
竹
』
（
文
政
五
〔
一
入
二
二
〕
年
刊
、
高
井
蘭
山
編
）
の

　
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
ひ
つ
じ
　
　
た
つ
　
　
　
さ
る
　
　
ゐ
　
　
う
ま
　
　
う

　

　
△
未
と
辰
　
　
申
と
亥
　
午
と
卯

　
　
　
と
り
　
　
ね
　
　
　
　
と
ら
　
　
ミ
　
　
　
　
い
ぬ
　
　
う
し

　
　
　
酉

と
子
　
　
寅
と
巳
　
　
戌
と
丑

　
　
な
ん
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
　
　
く
む
　
　
　
　
あ
く
し
あ
く

　
　
男
女
此
年
に
あ
た
り
て
縁
を
組
を
十
悪
四
悪
四
ッ
目
十
目
な
ど
・
云
て
い
む

　
　
ひ
と
り
き
つ
き
よ
う
　
　
し
よ
　
　
ミ
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
な
に
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う
せ
い
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
日
取
吉
凶
の
書
に
見
る
所
な
し
　
何
者
か
云
出
た
る
　
後
世
の
わ
ざ
也

A
⑧
　
　
『
女
実
語
教
』
（
天
保
一
五
〔
一
八
四
四
〕
年
刊
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く

　
　
〇
四
悪
十
悪
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り

　
　
こ
れ
四
悪
十
悪
と
て
此
相
性
大
二
き
ら
ふ
事
な
り
　
操
や
う
○
ひ
つ
じ
さ
る

　
　
と
り
い
ぬ
い
ね
う
し
と
ら
う
た
つ
是
十
ヲ
め
也
　
又
た
つ
ミ
む
ま
ひ
つ
じ
と
な

　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
し
や
う

　
　
る
是
四
ツ
め
な
り
　
い
つ
れ
も
く
り
や
う
同
じ
事
な
り
　
此
相
性
大
ニ
ワ
ろ

　
　
　
　
よ
く
く
・
ζ
あ
ハ
せ
　
　
　
　
　
　
（
D
）

　
　

し
　
能
々
見
合
い
む
べ
し

A
⑨
　
　
『
宝
暦
大
雑
書
万
々
歳
』
（
安
政
二
〔
一
八
五
五
〕
年
刊
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
く
じ
う

　
　
口
囹
川
四
　
男
女
あ
い
し
や
う
四
悪
十
あ
く
の
事

ひ
つ
じ
の
と
し
と

さ
る
の
と
し
と

む
ま
の
と
し
と

と
り
の
と
し
と

と
ら寅
の
と
し
と

い

ぬ
の

と
し
と

　
　
し
あ
く
　
　
あ
く

　
　
　
ひ

つ
し
の
年
と

　　（
　
　
　
た
つ
の
年
と

　
　

　
と
り
の
年
と

　　（
　
　
　
ね
の
と
し
と

A
⑩
　
　
『
明
玉
雑
書
暦
』

　
　
　
　
　
　
し
あ
く
　
　
　
あ
く

　
　
○
ふ
う
ふ
四
悪
十
悪

辰
の
と
し
と

い

の

と
し
と

う
の
と
し
と

子
の
と
し
と

ミ
の
と
し
と

う
し
の
と
し
と

　
あ
い
し
や
う

　
　
　
　
　
こ
れ

　　　（
蕾
㍑
と
（
亮
篭

　　　（
誘
誌
　
（
2
6
鍵

（刊
年
不
明
）
の
頭
書
部
分
よ
り

ひ

つ

じ
の
年
と

さ
る
の
と
し
と

む
ま
の
と
し
と

と
り
の
と
し
と

と
ら
の
と
し
と

い

ぬ

の

と
し
と

た
つ
の
年
と

い

の

と
し

う
の
と
し

ね
の
と
し

ミ
の
と
し

う
し
の
と
し

　
　

た
と
へ
ば
ひ
つ
じ
の
年
の
お
と
こ
ひ
つ
じ
さ
る
と
り
い
ぬ
い
ね
う
し
と
ら
う
た

　
　

つ

と
十
ヲ
め
な
り
　
此
た
つ
ミ
む
ま
ひ
つ
じ
と
四
ツ
め
な
り
　
是
を
四
あ
く
十

　
　

あ
く
と
て
大
に
き
ら
ふ
也
　
お
と
こ
ひ
つ
じ
に
て
も
女
ひ
つ
じ
に
て
も
同
じ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
也

　
余
ハ
な
ぞ
ら
へ
し
る
べ
し
　
四
ツ
ち
か
い
十
ヲ
ち
が
い
の
事
に
あ
ら
ず

　
以
上

ω
～
⑩
に
示
さ
れ
た
二
支
ず
つ
の
組
み
合
わ
せ
は
全
て
一
致
し
て
い
る
。
ω

～
⑩
の
他
、
『
三
世
相
太
鑑
』
に
あ
る
「
俗
に
四
悪
十
悪
と
て
年
よ
り
年
ま
で
数
へ

て

四

う
目
十
う
目
を
忌
む
人
あ
り
」
も
、
系
統
A
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
A
O
O
に
あ

る
「
四
ツ
ち
か
い
十
ヲ
ち
が
い
の
事
に
あ
ら
ず
」
と
は
、
系
統
B
を
否
定
す
る
表
現

で

あ
る
。
次
に
B
に
関
す
る
例
を
挙
げ
る
。

B
田
　
『
倭
節
用
集
悉
改
大
全
』
（
文
政
九
〔
一
八
二
六
〕
年
刊
、
侯
野
通
尚
編
）

　
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
あ
く

　
　
四
悪
十
悪
之
事
【
図
1
（
同
心
円
状
の
図
あ
り
）
】

　
　
　
　
う
ま
れ
ど
し

　
　

中
は
本
命

　
　
く
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
と

　
　
黒

は
四
悪
　
外
は
十
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
だ
ん

　
　
子

の

年
の
人
は
卯
四
悪
酉
十
悪
鹸
は
な
ぞ
ら
へ
し
る
べ
し
　
縁
談
に
限
ず

　
　
ま
バ
リ
　
　
　
　
　
は
う
が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
バ
リ
　
　
　
　
や
す
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
輪
年
又
は
方
位
日
時
迄
諸
事
障
出
来
易
し
　
慎
て
吉

B
②
　
　
『
女
古
状
揃
』
（
角
書
「
教
諭
必
用
」
、
天
保
五
〔
一
八
三
四
〕
年
刊
、
堀
原

　
甫
編
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
じ
つ
か
ん
じ
ふ
に
　
し
な
ん
に
よ
さ
う
じ
や
う
の
き
つ
け
う
な
ら
び
に
し
あ
く
じ
ふ
あ
く
の
こ
と

　
　
十
干
十
二
支
男
女
相
性
之
吉
凶
井
四
悪
十
悪
之
事

　
　

（十
干
の
部
分
は
省
略
）

　
　
ね

　

　
子
　
ね
の
と
し
の
人
ハ
午
七
ッ
め
二
て
吉

IO



［十二支の四ツ目・十目に関する俗信について］・’…・聴尾尚子

　
　
　

卯
酉
ハ
四
悪
十
悪
也

　
　
う
し

　

　
丑
　
う
し
の
年
の
人
ハ
未
七
ッ
め

　
　
　

辰
戌
四
あ
く
十
悪
也

　
　
と
ら

　
　
寅
　
と
ら
の
年
の
人
ハ
申
七
ッ
め

　
　
　

巳
亥
四
悪
十
あ
く
也

　
　
卯
　
う
の
と
し
の
人
ハ
午
酉
七
ッ
め

　
　
　

午
子
四
あ
く
十
あ
く
也

　
　
た
つ

　
　
辰
た
つ
の
と
し
の
人
ハ
戌
七
ッ
め

　
　
　

未
う
し
四
悪
十
悪
也

　
　
巳
　
ミ
の
と
し
の
人
ハ
亥
七
ッ
め

　
　
　

寅
申
四
あ
く
十
悪
也

　
　
む
ま

　
　

午
午
の
と
し
の
人
ハ
子
七
ッ
め

　
　
　

卯
酉
四
あ
く
十
悪
也

　
　
ひ
つ
じ

　
　

未
　
未
の
と
し
の
人
ハ
丑
七
ッ
め

　
　
　

辰
戌
四
あ
く
悪
十
悪
也

　
　
さ
る

　
　
申
さ
る
の
年
の
人
ハ
寅
七
ッ
め

　
　

　
　
巳
亥
四
悪
十
あ
く
也

　
　
と
り

　
　
酉

　
と
り
の
年
の
人
ハ
卯
七
ッ
め

　
　
　

午
子
四
あ
く
十
悪
也

　
　
い
ぬ

　
　
戌

　
い
ぬ
の
年
の
人
ハ
辰
七
ッ
め

　
　
　

　
丑
未
四
あ
く
十
あ
く
也

　
　
ゐ

　
　

亥
ゐ
の
と
し
の
人
ハ
巳
七
ッ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　

　
　
寅
申
四
悪
十
あ
く
也

B
③
　
　
『
女
有
職
享
文
庫
』
（
慶
応
二
〔
一
八
六
六
〕
年
刊
）
の
頭
書
部
分
よ
り

　
　
　
し
あ
く
じ
う
あ
く
　
　
べ
ん

　
　
〇
四

悪
十
悪
の
辮

　
　
な
ん
に
よ
　
　
　
　
な
か
に
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん

　
　
男
女
と
も
中
二
年
ち
が
ひ
と
八
年
ち
が
ひ
と
を
い
ふ
な
り
　
た
と
ヘ
ハ
計
六
才

　
　
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ん
な
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
く

　
　
戌
の

と
し
の
男
に
升
三
才
丑
の
と
し
の
女
こ
れ
を
四
悪
と
い
ふ
也
　
ま
た
十

　
　
　
　
　
ど
し
　
　
を
ん
な
　
　
し
う
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
し
　
　
　
　
　
　
　
い
ぬ

七

才
ひ
つ
じ
年
の
女
を
十
悪
と
い
ふ
也
　
す
な
は
ち
丑
ど
し
よ
り
戌
ど
し
ハ

し
あ
く
　
　
　
　
　
ひ
つ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

四

悪

な
り
　
未
よ
り
い
ぬ
ハ
十
あ
く
な
り
よ
く
く
恐
れ
つ
・
し
む
べ
し

　
以

上
、
A
・
B
両
説
の
内
、
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
の
は
B
の
方
で
あ
る
。
た
だ

し
、
明
治
期
以
降
の
辞
典
類
で
は
、
「
四
悪
十
悪
」
で
は
な
く
「
四
目
十
目
」
と
い

う
名
称
を
以
て
こ
の
説
を
呼
ん
で
い
る
。

③
「
四
目
十
目
」
と
い
う
名
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
め
と
お
め

　
現

行
の
辞
典
類
に
は
、
「
四
目
十
目
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
る
も
の
が
あ
る

が
、
前
章
で
挙
げ
た
江
戸
時
代
の
雑
書
中
の
「
四
悪
十
悪
」
の
解
説
文
に
於
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
め

「
四

ツ
目
」
や
「
十
目
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
「
四
目

と
お
め

十
目
」
と
い
う
四
字
熟
語
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
前
出
書
『
増
補
僅
言
集
覧
』
巻
下
（
明
治
三
三
年
刊
）

は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
四

目
十
目
　
之
部
四
悪
十
悪
の
條
に
詳
也

と
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
巻
中
「
し
」
の
部
に
、

　
　
四

悪
十
悪
　
四
目
十
目
と
も
云
（
以
下
略
）

と
あ
る
が
、
そ
の
稿
本
で
あ
る
『
諺
苑
』
（
寛
政
九
〔
一
七
九
七
〕

－
悪
十
ー
悪
」
の
頃
に
は
「
四
目
十
目
と
も
云
」
の
一
文
は
無
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
め
と
お
め

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
四
目
十
目
」

に
入
っ
て
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

の
辞

典
を
み
る
と
、
見
出
し
語
に
「
四
厄
重
（
十
）
惑
」
・

み

ら
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り

い

る
。
以
下
に
ω
～
㈲
と
し
て
そ
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ω
　
『
古
今
狸
諺
類
聚
』
（
明
治
二
六
年
刊
、
岡
本
経
朝
編
、

　
店
）
よ
り

の

「
よ
」
の
部
に

年
序
）
の
「
四

　
　
　
　
　

と
い
う
言
葉
が
普
及
し
た
の
は
、
明
治
期

　
　
　
　

と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
実
際
、
明
治
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
四

悪
十
悪
」
は
ま
ず

「
四
目
十
目
」
と
い
う
言
葉
が
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て

大
倉

書
店
・
丸
善
書

II
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よ
め
と
を
め
　
　
な
ん
に
よ
　
あ
き
　
　
（
2
6
）

　
　

〇
四
目
十
目
の
男
女
は
飽
が
く
る

ω
　
『
古
今
狸
諺
大
全
』
（
明
治
四
〇
年
六
月
五
日
発
行
『
滑
稽
新
聞
』
第
一
四
〇
号

　

附
録
、
馬
角
斎
編
）
よ
り

　
　
　
め
　
　
　
め
　
　
　
　
　
め

　
　

四

目
十
目
七
つ
目

　
　
　
め
　
　
　
め
　
　
を
ん
な
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
く
（
2
7
）

　
　
四

目
十
目
の
女
に
は
飽
き
が
來
る

③
　
『
諺
語
大
辞
典
』
（
明
治
四
三
年
刊
、
藤
井
乙
男
編
）
よ
り

　
　
　
ヨ

　
　

【四

メ
十
メ
】
夫
婦
の
齢
の
三
つ
違
ひ
、
九
つ
違
ひ
は
夫
に
仇
す
る
と
て
忌
む
。

　
　

夜

目
遠
目
の
諺
よ
り
移
り
し
な
り
。
四
メ
十
メ
七
ツ
メ
と
も
、
四
メ
十
メ
ノ
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　

ニ

ハ
飽
キ
ガ
來
ル
と
も
い
ふ
。

ω
　
『
性
的
狸
諺
辞
典
』
（
昭
和
三
年
刊
、
向
山
繁
編
、
三
土
社
）
よ
り

　
　
ヨ
　
　
メ

　
　
四

目
十
目
。
〔
結
婚
の
年
齢
に
四
つ
目
と
十
目
を
忌
む
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
夜

目
遠
目
の
男
女
は
飽
が
来
る
。

㈲
　
『
岩
磐
文
化
』
第
一
輯
（
昭
和
七
年
刊
）
所
収
「
福
島
県
の
僅
諺
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
四

目
十
目
（
夜
目
遠
目
）

　
江
戸

時
代
に
お
い
て
は
十
二
支
を
数
え
る
際
、
一
～
九
ま
で
は
「
ツ
」
を
用
い
る

の
が
常
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
「
四
ツ
目
十
目
」
と
呼
ぶ
べ
き
所
を
、
明
治
以
降

「
四
目
十
目
」
と
い
う
呼
び
方
が
一
般
化
し
た
背
景
に
は
、
男
女
の
不
縁
を
警
戒
す

る
諺
「
夜
目
遠
目
」
と
発
音
を
似
せ
、
こ
れ
と
懸
詞
的
に
用
い
よ
う
と
す
る
意
識
が

働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
治
期
に
は
す
で
に
、
四
ツ
目
・
十
目
の
俗

信
が

ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
発
達
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て

い

た
た
め
、
「
夜
目
遠
目
」
と
強
い
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
夜
目
遠
目
」
の
諺
は
、
江
戸
時
代
に
は
こ
れ
を
題
に
用
い
た
黄
表
紙
や
浄

瑠
璃
が
作

ら
れ
る
ほ
ど
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
諺
で
あ
り
、
明
治
以
降
も
引
き
続
き

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
裡
諺
辞
典
』
（
明
治
三
九
年
刊
、
熊
代
彦
太

郎
編
、
金
港
堂
書
籍
）
に
、

　
　
よ
　
め
と
ほ
め
か
さ
　
　
う
ち

　
　
夜
目
遠
目
笠
の
中
。

　
　
　
醜
婦
も
、
美
女
と
見
え
、
悪
人
も
善
人
と
見
ゆ
る
を
い
ふ
。
夜
目
と
て
夜
見

　
　
　

る
と
き
と
、
遠
目
と
て
遠
方
よ
り
見
る
と
き
は
、
物
の
眞
偽
を
判
然
と
見
分

　
　
　

け
難
し
。
又
人
の
笠
に
て
蔽
へ
る
時
は
特
に
美
醜
を
判
定
し
が
た
き
な
り
。

　
　
　
『
吾
吟
我
集
』
「
つ
き
山
の
石
燈
籠
の
夜
目
遠
目
か
さ
の
中
こ
そ
を
く
ゆ
か
し

　
　
　
け
れ
」
欧
陽
公
の
詩
に
「
紅
粉
尤
宜
二
燭
下
看
一
。
」

　
　
よ
め
と
ほ
め
だ
ん
ち
よ
あ
き
く

　
　

夜
目
遠
目
の
男
女
は
飽
が
來
る
。

　
　
　

夜
目
遠
目
で
見
た
る
時
は
、
美
な
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
其
接
近
し
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
　

に
、
蝦
あ
る
所
判
然
見
え
て
、
自
ら
厭
氣
を
生
ず
と
な
り
。

と
あ
る
。

　

先
ほ
ど
あ
げ
た
㈲
は
、
管
見
に
入
る
限
り
で
、
「
四
目
十
目
」
と
い
う
言
葉
が

「
夜

目
遠
目
」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
最
初
の
例
で
あ
る
が
、

こ
の
説
明
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
、
『
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
昭
和
三
一
年
刊
、

鈴
木
某
三
・
広
田
栄
太
郎
編
、
東
京
堂
出
版
）
な
ど
の
辞
典
に
引
き
継
が
れ
た
。

『故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
か
ら
左
に
引
用
す
る
。

　
　
よ
　
め
と
お
め

　
　
四

目
十
目
　
　
【
意
味
】
三
つ
違
い
、
九
つ
違
い
の
男
女
の
縁
組
は
不
縁
に
な
る

　
　

と
い
っ
て
忌
む
迷
信
。
「
夜
目
遠
目
」
か
ら
変
化
し
た
こ
と
ば
。
四
目
‖
男
女

　
　

ど
ち
ら
か
の
年
齢
か
ら
数
え
て
、
四
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
は
三
歳
違
い

　
　
を
い
う
。

　
　

【参
考
】
四
目
十
目
七
つ
目
　
〇
四
悪
十
悪
　
〇
四
悪
十
悪
の
年
廻
り
は
縁
組

　
　
み

の

禁
物
（
岡
山
）

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
説
明
が
、
『
俳
説
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
昭
和
三
八
年
、
鈴
木

業
三
編
、
東
京
堂
）
、
『
搬
儲
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
（
昭
和
五
七
年
刊
、
尚
学
図
書
編
、

小
学
館
）
、
『
新
編
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
平
成
四
年
刊
、
鈴
木
巣
三
編
、
創
拓
社
）

な
ど
に
も
あ
る
。

　
以

上
、
本
章
で
あ
げ
た
明
治
以
降
の
辞
典
の
記
事
に
依
る
限
り
で
は
、
読
み
方
に

よ
っ
て
は
、
あ
た
か
も
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
俗
信
が
「
夜
目
遠
目
」
の
諺
か
ら

派
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
も
受
け
る
が
、
「
夜
目
遠
目
」
の
諺
は
、

こ
の
俗
信
の
名
称
「
四
目
十
目
」
に
関
与
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
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で

あ
る
。
す
で
に
本
章
以
前
の
章
で
述
べ
た
通
り
、
本
命
が
四
ツ
目
と
十
目
に
当
た

る
男
女
の
組
み
合
わ
せ
を
忌
む
俗
信
は
、
お
そ
ら
く
は
中
国
の
「
当
梁
年
」
の
説
の

影
響
を
受
け
、
「
四
厄
重
（
十
）
惑
」
説
を
母
胎
と
し
て
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
俗
信
そ
の
も
の
の
源
流
が
「
夜
目
遠
目
」
の
諺
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
た
だ
、
江
戸
時
代
以
来
の
「
四
悪
十
悪
」
と
い
う
呼
称
に
代

わ
り
、
「
四
目
十
目
」
と
い
う
呼
称
が
定
着
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
「
夜
目
遠
目
」

の
諺

は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

0
「
四
目
十
目
」
の
迷
信
に
対
す
る
批
判

　
「
七
ツ
目
信
仰
」
か
ら
派
生
し
た
「
七
ツ
目
」
に
関
す
る
相
性
の
説
は
、
根
拠
不

詳
の
妄
説
な
が
ら
、
現
在
そ
れ
に
つ
い
て
特
に
批
判
し
た
書
は
見
当
た
ら
な
い
。
し

か

し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
説
は
禁
忌
を
述
べ
る
性
質
の
も

の

で

あ
る
た
め
、
実
害
あ
り
と
さ
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
ω
～
④
の
例
を

示
す
こ
と
に
す
る
。

ω
　
『
結
婚
訓
』
（
昭
和
一
六
年
刊
、
穂
積
重
遠
、
中
央
公
論
社
）
よ
り

　
　
夫
婦
の
年
齢
の
ち
が
ひ
に
つ
い
て
も
、
「
四
め
十
め
」
と
言
つ
て
三
つ
ち
が
ひ

　
　
及
び
九

つ

ち
が
ひ
を
嫌
ふ
の
で
す
が
、
こ
れ
は
「
夜
目
遠
目
傘
の
内
」
即
ち
夜

　
　
中
に
會
ひ
遠
く
か
ら
見
又
は
傘
の
内
を
の
ぞ
く
と
大
抵
の
女
が
美
人
に
見
え
る
、

　
　

と
い
う
俗
諺
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
夜
目
遠
目
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
」

　
　

と
い
ふ
至
極
尤
も
な
結
婚
訓
だ
つ
た
も
の
が
脱
線
し
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ

　
　

り
ま
し
て
、
イ
ヤ
ハ
ヤ
お
笑
い
草
で
あ
り
ま
す
。
お
笑
草
だ
け
で
な
い
、
「
四

　
　

め
」
な
ど
は
ど
れ
だ
け
丁
度
頃
合
の
結
婚
を
妨
げ
て
ゐ
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ω
を
増
補
し
た
も
の
が
、
②
で
あ
る
。

②
　
『
結
婚
読
本
』
（
昭
和
二
五
年
刊
、
穂
積
重
遠
、
中
央
公
論
社
）
よ
り

　
　
　
夫
婦
の
年
齢
の
開
き
に
つ
い
て
も
、
「
四
め
十
め
」
と
い
つ
て
三
つ
ち
が
い

　
　

お
よ
び
九
つ
ち
が
い
を
嫌
う
迷
信
が
あ
つ
て
、
關
西
方
面
に
は
ま
だ
相
當
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
さ

　
　
れ
て

い

る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
「
夜
目
遠
目
傘
の
内
」
、
す
な
わ
ち
夜
中
に
會
い

　
　
遠

く
か
ら
見
ま
た
傘
の
内
を
の
ぞ
く
と
大
て
い
の
女
が
美
人
に
見
え
る
、
と
い

　
　
う
俗
諺
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
う
い
う
輕
率
な
判
断
は
あ
ぶ
な
い
、
と
い
う

　

　
一
朦
も
っ
と
も
な
結
婚
訓
が
脱
線
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
イ
ヤ
ハ
ヤ
お
笑

　
　
草

だ
。
お
笑
草
だ
け
で
は
な
い
、
「
四
め
」
な
ど
は
ど
れ
だ
け
ち
ょ
う
ど
こ
ろ

　
　
あ
い
の
結
婚
を
妨
げ
て
い
る
か
知
れ
な
い
。

引
用
文
中
に
、
「
關
西
方
面
」
と
あ
る
が
、
②
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
日

本
の

俗
信
第
1
巻
　
迷
信
の
実
態
』
（
昭
和
二
四
年
刊
、
文
部
省
迷
信
調
査
協
議
会

編
、
技
報
堂
）
に
は
、
各
地
（
都
市
・
農
村
・
漁
村
）
で
採
集
し
た
言
い
習
わ
し
と

し
て
、

　
　
縁
組
の

時
四
ツ
十
違
い
は
い
け
な
い
…
…
神
奈
川
（
農
）

　
　
四
・
十
違
い
の
人
と
結
婚
す
る
な
…
…
福
島
（
都
）

　
　
四

つ
違
は

夫
婦
に
な
ら
な
い
…
…
（
青
森
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
四

つ
違

は
死
に
別
か
れ
に
な
る
、
生
き
て
苦
勢
見
る
…
…
宮
崎
（
漁
）

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
四
ツ
目
・
十
目
に
関
す
る
俗
信
は
、
関
西
に
限
ら
ず
、

各
地
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

③
　
『
迷
信
の
知
恵
　
縁
起
、
タ
ブ
ー
、
ジ
ン
ク
ス
の
実
態
を
さ
ぐ
る
』
（
昭
和
五
六

　
年
刊
、
花
田
健
治
、
日
本
文
芸
社
舵
輪
ブ
ッ
ク
ス
）
の
「
恋
愛
・
結
婚
に
関
す
る

　
迷
信
・
俗
信
」
よ
り

　
　

◎
縁
組
の
時
、
四
つ
違
い
、
十
違
い
は
い
け
な
い

　
　
　
昔
か
ら
“
四
つ
目
十
目
は
相
性
が
悪
い
”
と
い
っ
て
こ
の
年
齢
差
の
縁
組
は

　
　
敬
遠
さ
れ
て
来
た
。

　
　
　

四
つ
違
い
の
場
合
は
「
四
」
‖
「
死
」
と
い
う
、
音
の
一
致
か
ら
出
た
も
の
で
、

　
　

四
つ
違
い
は
死
に
別
れ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
語
呂
合
わ
せ
風
に
言
わ
れ
て
来
た
。

　
　
　

ま
た
十
違
い
の
場
合
は
、
こ
の
年
齢
差
の
夫
婦
が
年
を
と
る
と
、
や
が
て
夫

　
　
が

四
十
二
歳
、
妻
が
三
十
三
歳
と
、
共
に
大
厄
の
年
を
迎
え
る
と
こ
ろ
か
ら
来

　
　
て
い
る
。
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ま
た
、
四
つ
違
い
、
十
違
い
を
嫌
う
の
は
、
五
行
相
剋
説
の
中
の
「
四
厄
重

　
　

惑
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
来
て
い
る
が
、
や
は
り
語
呂
合
わ
せ
的
な
も
の
で
、

　
　
何
の
根
拠
も
な
い
。

右
の
文
章
で
は
、
「
四
つ
目
十
目
」
が
忌
む
べ
き
と
さ
れ
て
来
た
理
由
に
つ
い
て
、

語

呂
合
わ
せ
や
男
女
の
厄
歳
と
関
連
づ
け
て
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
解
釈

は
「
夜
目
遠
目
」
と
同
じ
く
近
代
に
な
っ
て
か
ら
附
会
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
　
『
相
性
　
　
科
学
的
な
配
偶
者
の
え
ら
び
方
　
　
』
（
昭
和
三
九
年
刊
、
奈
良
林

　

祥
・
白
石
浩
一
、
双
葉
社
双
葉
新
書
）
よ
り

　
　

「
ヨ
セ
は
よ
し
な
さ
い
。
ヤ
メ
は
や
め
て
お
き
な
さ
い
。
ト
メ
は
と
め
て
お
い

　
　

た
ほ
う
が
い
い
わ
よ
」

　
　
　
い

っ

た
い
、
何
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
？
あ
な
た
に
縁
談
が
あ
っ
た
と
き
、

　
　
親
類
の
ご
老
人
が
、
ま
じ
め
な
顔
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　i
そ
う
で
す
、
四
つ
ち
が
い
は
ヨ
セ
、
八
つ
ち
が
い
は
ヤ
メ
、
十
歳
ち
が
い

　
　

は
ト
メ
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
年
ま
わ
り
の
男
女
は
、
結
婚
し
て
も
幸
福
に
な

　
　

れ

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
れ

　
　
　
四

つ
だ

か

ら
ヨ
セ
、
八
つ
だ
か
ら
ヤ
メ
な
ん
て
、
酒
落
と
し
て
も
、
あ
ま
り

　
　
上

等
の
部
類
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
冗
談
で
な
く
、
真
剣
に
口
に
し
、
信

　
　

じ
て
い
る
人
が
、
ま
だ
、
か
な
り
い
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
「
四
目
十
目
」
が
現
在
、
「
夜
目
遠
目
」
の
み
な
ら
ず
、
「
止

　
　
と

せ
」
「
止
め
」
に
も
通
ず
る
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ω

～
ω
は
、
四
ツ
目
・
十
目
の
迷
信
を
批
判
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
迷
信
の

実
像
を
把
握
し
た
上
で
の
批
判
で
は
な
い
た
め
、
充
分
な
説
得
力
を
持
つ
と
は
い
い

難
い
。
迷
信
を
批
判
す
る
上
で
最
も
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
批
判
の
前
提
と

し
て
批
判
の
対
象
で
あ
る
迷
信
の
内
容
を
紹
介
・
説
明
す
る
際
に
、
ま
た
新
た
な
迷

信
を
作
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

⑤
「
四
悪
十
悪
」
説
と
方
鑑

　
話
題

を
戻
す
が
、
本
稿
「
②
」
で
は
、
「
四
悪
十
悪
」
説
に
二
系
統
あ
り
と
し
て

仮

に
A
、
B
と
呼
び
、
そ
の
う
ち
、
各
支
に
つ
き
組
み
合
わ
せ
を
忌
む
べ
き
支
を
二

つ

ず
つ
（
四
ツ
目
の
支
と
十
目
の
支
）
設
け
て
い
る
B
説
の
方
が
後
々
主
流
と
な
っ

た
こ
と
を
述
べ
た
。

　
本

章
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
、
B
説
を
後
押
し
す
る
何
ら
か
の
説
が
あ

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　
『
良
姻
心
得
草
』
（
弘
化
〔
一
八
四
六
〕
年
刊
、
津
田
義
宗
編
）
は
、
結
婚
に
関
す

る
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
、
医
者
・
僧
・
老
人
な
ど
種
々
の
人
物
が
各
々
の
立
場
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ

ら
意
見
を
述
べ
合
う
対
話
形
式
の
書
で
あ
る
。
こ
の
中
で
「
○
夫
婦
齢
違
の
法
則
」

に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
に
、

　
　

閨
凹
四
敵
十
悪
と
て
四
ツ
目
と
十
ヲ
目
に
あ
た
る
年
を
い
む
也
と

　
　圏
凹
俗
説
と
い
へ
と
も
其
災
害
大
に
し
る
し
あ
り
遠
慮
す
へ
き
古
又
に
煙

と
あ
る
。
こ
こ
で
、
四
ツ
目
・
十
目
の
俗
説
を
持
ち
出
し
た
人
物
が
、
家
相
見
を
業

と
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
四
ツ
目
・
十
目
の
俗
説

が
、
家
相
者
の
主
張
す
る
に
似
つ
か
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
暗
示

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

家
相
見
の
用
い
る
、
年
々
の
方
位
の
吉
凶
を
記
し
た
書
「
方
鑑
」
を
み
る
と
、

「
四

悪
十
悪
」
説
そ
の
も
の
は
の
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
と
関
連
の
深
い
部
分
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
方
鑑
に
よ
れ
ば
、
毎
年
、
そ
の
年
の
支
が
表
す
方
位
（
例
え
ば
子
年
な
ら
ば
子
の

方
位
、
つ
ま
り
北
）
に
は
、
「
太
歳
神
」
が
座
す
と
し
、
こ
の
方
位
を
そ
の
年
最
高

の

吉
方
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
真
向
か
い
の
方
位
に
は
、
「
歳
破
神
」
が
座

す
と
し
、
こ
れ
を
最
も
不
吉
な
方
位
と
す
る
。
こ
の
他
に
、
こ
れ
に
次
ぐ
不
吉
な
方

位

と
し
て
、
「
大
将
軍
」
の
座
す
方
位
が
あ
る
。
こ
の
「
大
将
軍
」
は
一
般
に
、
亥
・

14
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子
・
丑
年
に
は
酉
の
方
位
に
、
寅
・
卯
・
辰
年
に
は
子
の
方
位
に
、
巳
・
午
・
未
年

は
卯
の
方
位
に
、
申
・
酉
・
戌
年
は
午
の
方
位
に
位
置
す
る
と
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
江
戸
時
代
後
期
の
方
鑑
の
中
に
は
、
新
説
と
称
し
て
、
「
大
将
軍
」
が
毎
年
そ

の
年
の
支
か
ら
十
目
に
当
た
る
支
の
方
位
に
座
す
、
と
説
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
新
説
に
よ
れ
ば
、
「
大
将
軍
」
の
真
向
か
い
の
方
位
、
つ
ま
り
そ
の
年
の
支
か

ら
数
え
て
四
ツ
目
の
方
位
も
、
併
せ
て
忌
む
べ
き
不
吉
な
方
位
で
あ
る
と
い
う
。

　
以

下

に
、
そ
の
新
説
を
紹
介
し
て
い
る
記
事
を
挙
げ
る
。

ω
　
　
『
方
鑑
精
義
大
成
』
（
角
書
「
家
相
／
必
用
」
、
享
和
四
〔
一
八
〇
四
〕
年
刊
、

　
松
浦
久
信
編
）
巻
上
よ
り

　

【
図
2
～
7
】

　
　
　
ミ
ぎ
し
や
う
ぐ
ん
の
か
た
　
　
め
ぐ
り
を
よ
そ
き
う
せ
つ
　
　
れ
ゐ
　
　
　
　
　
　
し
は
う
　
　
ゑ
と
ね
　
う
む
ま
と
り
　
　
の
　
ミ
め
ぐ

　
　
口
右

将

軍

方
の
所
在
凡
旧
説
の
例
に
て
ハ
四
仲
の
支
子
卯
午
酉
に
而
巳
巡
り

　
　
　
よ
す
ミ
　
　
　
　
う
し
と
ら
た
つ
ミ
ひ
つ
し
さ
る
い
ぬ
ゐ
　
　
か
た
　
　
め
く
ら
　
　
　
　
　
を
も
む
き
　
　
　
　
　
よ
つ
　
　
し
よ
れ
き

　
　
て

四
孟
の
支
丑
寅
辰
巳
未
申
戌
亥
の
方
へ
巡
ざ
る
の
趣
な
り
　
依
て
諸
暦

　
　
し
よ
　
　
　
し
ち
う
　
　
ゆ
い
　
　
　
し
も
う
　
　
　
を
ら
す
　
　
　
い
ふ
　
　
ま
た
た
ゐ
さ
い
　
　
て
ん
し
　
　
　
ひ
　
　
　
し
や
う
ぐ
ん

　
　
書

に
四
仲
に
行
て
四
孟
に
不
レ
居
と
云
　
又
大
歳
を
天
子
に
比
し
将
軍
を
三

　
　
　
　
さ
ゐ
し
や
う
　
　
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ど
め
ぐ
　
　
う
つ
　
　
こ
と
　
　
い
へ
　
　
　
あ
る
ひ
ハ
　
　
　
ど
う
は
う

　
　

年
の
宰
相
に
喰
へ
て
三
年
に
一
度
巡
り
移
る
事
を
云
り
　
或
三
年
同
方
に

　
　
　
　
　
も
つ
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
が
り
　
　
　
　
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
む
か
ふ
か
た
　
　
ふ
さ
が
り
か
た
　
　
こ
れ
に
　
　
じ
ゆ
ん
す

　
　

あ
る
を
以
て
三
年
塞
と
も
云
な
り
同
向
局
の
封
殺
方
も
准
レ
　
之

　
　
し
か
る
　
　
ち
う
か
う
ゑ
い
ざ
ん
　
　
り
ん
さ
う
　
　
　
　
い
で
　
　
　
よ
し
　
　
し
よ
　
　
の
す
　
　
と
ニ
ろ
　
　
い
つ
ニ
　
　
は
う
れ
い

　
　

然
に
中
興
叡
山
の
輪
藏
よ
り
出
た
る
由
の
書
に
載
る
所
の
一
箇
の
方
例
あ
り

　
　
　
　
　
ね
ん
　
　
　
　
　
　
し
　
　
か
た
　
　
じ
ゆ
ん
か
う
　
　
　
　
　
い
ミ
は
う
す
な
ハ
ち
だ
ゐ
ニ
ん
じ
ん
　
　
せ
う
　
　
そ
の
む
か
ひ

　
　
て

十
二
年
に
十
二
支
の
方
を
順
行
す
る
の
禁
方
則
大
金
神
と
唱
し
其
向
局

　
　
　
ひ
め
こ
ん
じ
ん
　
せ
う
　
　
こ
れ
し
や
う
ぐ
ん
ゐ
の
か
た
　
た
い
ゐ
の
か
た
　
べ
つ
が
う
　
　
　
か
つ
お
の
く

　
　

を
姫
金
神
と
唱
す
　
是
将
軍
位
之
方
同
封
位
之
方
の
別
號
な
り
　
且
各

　
　
た
へ
り
を
へ
ゐ
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き
ミ
ち
あ
ま
　
　
ぜ
ん
づ
ぐ
ゴ
　
　
と
な
　
　
ゑ
と
　
　
か
た
ま
で
た
へ
り
　
ニ
れ
あ
る
ニ
と
　
　
　
し
る

　
　
崇
災
大
に
し
て
殺
気
克
余
り
前
後
に
隣
る
支
の
方
迄
崇
禍
有
レ
之
古
又
を
記
す

　
　

（中
略
）

　
　
　
し
や
う
ぐ
ん
ゐ
い
ち
ミ
や
う
だ
ゐ
こ
ん
じ
ん
の
か
た
　
　
　
　
　
　
そ
の
と
し
　
　
あ
た
　
　
ゑ
と
　
　
　
　
と
ゑ
と
め
　
　
か
た

　
　
口

将

軍

位
一
名
大
金
神
方
（
割
注
）
其
年
の
當
る
支
よ
り
十
支
目
の
方
に
あ

　
　
　
こ
と
づ
　
　
　
ご
と
　
　
　
　
こ
れ
を
お
か
す
と
き
　
　
し
ゆ
く
わ
う
さ
ゐ
き
そ
　
　
を
こ
　
　
か
つ
あ
る
し
け
ち
ミ
や
く
　
　
と
も
が
ら

　
　

る
事
圖
の
如
し
　
犯
レ
之
則
ハ
種
々
横
災
競
ひ
起
り
且
住
主
血
腺
の
輩
を

　
　
こ
と
く
　
ほ
ろ
ま
　
つ
ゐ
　
か
め
い
め
つ
ぎ
つ
　
を
よ

　
　

悉

く
亡
し
終
に
家
名
滅
亡
に
及
ぶ

　
　

（中
略
）

　
　
　
し
や
う
く
ん
た
い
ゐ
い
ち
ミ
や
う
ひ
め
二
ん
じ
ん
の
か
た
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
と
し
　
　
あ
た
る
ゑ
と
　
　
　
　
よ
ゑ
と
め

　
　

口
将
軍
封
位
一
名
姫
金
神
方
（
割
注
）
其
年
の
當
支
よ
り
四
支
目
に
あ
る

　
　
ニ
と
づ
　
　
ご
と
　
　
　
　
ニ
れ
を
お
か
す
と
き
　
　
し
や
う
ぐ
ん
さ
つ
　
　
つ
ゐ
　
　
た
へ
り
　
　
　
き
す
る
ど
　
　
　
　
　
　
も
つ
と
も
ふ
じ
つ

　
　

事
圖
の
如
し
　
犯
レ
之
則
ハ
将
軍
殺
に
次
で
崇
殺
の
気
尖
な
り
　
尤
不
日

　
　
　
し
ん
め
い
　
　
た
つ
　
　
わ
ざ
わ
ひ
　
　
　
　
　
　
か
つ
ま
た
し
よ
く
げ
う
を
　
ゐ
　
　
お
と
ろ

　
　

に
人
命
を
断
の
災
あ
り
　
且
又
職
業
大
に
衰
ふ
る
な
り

　
　

（中
略
）

　
　
　
し
や
う
ぐ
ん
は
う
き
う
せ
つ
の
　
め
ぐ
り

　
　
口

将

軍
方
旧
説
之
所
座

　
　
　
　
　
　
寅
年
　
　
　
　
巳
年
　
　
　
　
申
年

　
　
亥
年

　
　
子
年
酉
の
方
卯
年
子
之
方
午
年
卯
之
方
酉
年
午
之
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戌
年

　
　
丑
年

　
　
　
　
　
　
辰
年

　
　
つ
ゐ
で
　
　
の
ぶ
れ
き
だ
う
　
　
　
　
　
　
　
こ
ら
い
よ
う
つ
り
は
う
ゐ
　
　
き
つ
き
や
う
し
ゆ
き
て
ん
べ
ん
　
　
れ
ゐ
な

　
　

序
に
述
暦
道
に
お
ゐ
て
古
来
流
世
方
位
の
吉
凶
主
気
韓
変
の
例
無
き
に
あ
ら

　
　
　
　
た
と
　
　
　
　
む
か
し
ニ
ん
じ
ん
　
　
せ
つ
い
ま
だ
ほ
ん
て
う
　
　
わ
た
ら
　
　
　
　
　
　
じ
　
せ
　
　
　
　
て
ん
い
ち
じ
ん
　
　
あ
る
か
た

　
　
ず
縦
ヘ
バ
昔
時
金
神
の
説
未
本
朝
に
渡
ざ
る
の
時
世
に
ハ
天
一
神
の
在
方

　
　
　
い
ミ
を
そ
　
　
　
　
　
　
ニ
と
と
う
じ
　
　
　
ニ
ん
じ
ん
の
か
た
　
　
づ
ぐ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
る
　
　
ち
う
か
う
こ
ん
じ
ん
の
か
た

　
　

を
禁
怖
れ
た
る
事
當
事
の
金
神
方
の
如
し
（
中
略
）
然
に
中
興
金
神
方
の

　
　
で
ん
　
　
の
せ
　
　
　
と
う
れ
き
し
よ
は
じ
め
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
傳

を
載
た
る
唐
暦
書
初
て
渡
り
し
な
り

②
　
　
『
方
鑑
図
解
』
（
角
書
「
三
元
秘
用
」
、
天
保
二
〔
一
八
三
こ
年
刊
、
松
浦
琴

　
鶴
）
よ
り

　
　
　
だ
い
こ
ん
じ
ん
ひ
め
ニ
ん
し
ん
の
せ
つ

　
　
　
大
金
神
姫
金
神
之
説

　
　
ご
や
う
き
し
よ
　
　
い
わ
ハ
く
お
よ
そ
ニ
ん
じ
ん
　
　
な
つ
お
ん
　
　
も
つ
　
　
か
ね
　
　
あ
　
　
し
や
う
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
の
し
よ

　
　
五

要
音
書
に
日
凡
金
神
ハ
納
音
を
以
て
金
に
遇
ふ
正
殺
と
す
と
　
此
書
に

　
　
の
す
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
ニ
ん
じ
ん
　
　
い
ふ
　
　
そ
く
せ
つ
　
　
い
ふ
し
や
う
く
ん
き
つ
　
　
く
ら
い
ひ
め
ニ
ん
し
ん
　
　
い
ふ
　
　
し
や
う
ぐ
ん

　
　
載

る
と
こ
ろ
大
金
神
と
云
ハ
俗
説
に
日
将
軍
殺
の
位
姫
金
神
と
云
ハ
将
軍

　
　
た
い
さ
つ
　
　
く
ら
い
　
　
　
　
　
　
な
か
む
か
し
　
　
　
　
め
い
し
や
う
　
　
あ
ら
た
め
ま
ふ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
し
ん
　
　
ニ
と

　
　
封
殺
の

位
な
り
中
昔
よ
り
名
構
を
改
設
た
り
と
い
へ
ど
も
其
神
ハ
異

　
　
　
　
ニ
と
　
　
　
　
　
ニ
れ
も
と
て
ん
か
う
　
　
は
う
い
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
く
そ
の
と
し
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
し

　
　
な
る
事
な
し
　
是
元
天
呈
の
方
位
を
さ
す
　
年
々
其
歳
の
支
よ
り
四
ツ
目
の
支

　
　
ひ
め
ニ
ん
じ
ん
　
　
く
ら
い
　
　
　
　
め
　
　
　
し
だ
い
こ
ん
じ
ん
　
　
く
ら
い
　
　
　
　
　
　
に
し
ん
　
　
　
　
　
　
さ
い
は
　
　
　
つ
ざ
く

　
　
姫
金

神
の
位
十
ヲ
目
の
支
大
金
神
の
位
な
り
二
神
と
も
に
歳
破
に
次
の

　
　
だ
い
け
う
は
う
　
　
　
　
　
　
二
れ
　
　
お
か
せ
　
　
し
ゆ
く
　
　
わ
う
ざ
い
き
そ
い
お
こ
　
　
け
つ
ミ
や
く
　
　
う
し
な
　
　
か
め
い
め
つ
ほ
う

　
　
大

凶
方
に
し
て
是
を
犯
バ
種
々
の
横
災
競
起
り
血
豚
を
失
ひ
家
名
滅
亡
に

　
　
　
　
　
　
ふ
か
　
　
お
そ
　
　
い
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
け
う
は
う
　
　
　
　
　
　
し
か
り
　
　
　
　
て
ん
と
く
げ
つ
と
く
き
う
し

　
　

お
よ
ぶ
　
深
く
恐
れ
忌
さ
く
べ
き
の
大
凶
方
な
り
　
然
ど
も
天
徳
月
徳
九
紫

　
　
と
う
い
た
る
　
　
　
　
　
こ
ん
じ
ん
さ
つ
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ハ
　
　
　
し
ゆ
そ
う
ば
ん
じ
い
む
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
れ
き
し
よ
ち
う

　
　
等
至
と
き
ハ
金
神
殺
を
な
す
事
能
ず
　
脩
造
万
事
忌
こ
と
な
し
と
唐
暦
書
中

　
　
　
せ
つ

　
　
の
説

に
み
へ
た
り

姫
金
神

大
金
神

方卯 方酉
子
歳

方辰 方戌
丑
歳

方巳 方亥
寅
歳

方午 方子
卯
歳

方未 方丑
辰
歳

方申 方寅
巳

歳

方酉 方卯
午
歳

方戌 方辰
未
歳

方亥 方巳
申
歳

方子 方午
酉
歳

方丑 方未
戌
歳

方寅 方申
亥
歳（3

4
）

将
軍
巡
行

に
つ
い
て
の
新
説
の
出
典
は
、
具
体
的
に
何
と
い
う
書
か
特
定
で
き
な

い

が
、
右
に
引
い
た
ω
・
②
に
よ
れ
ば
唐
暦
書
の
一
種
で
あ
る
ら
し
い
。
新
説
で
は
、
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あ
る
年
の
支
か
ら
十
目
に
あ
た
る
将
軍
の
位
置
す
る
方
位
を
、
別
名
「
（
大
）
金
神
」

の

座

す
方
位
と
よ
び
、
ま
た
そ
の
年
の
支
か
ら
四
ツ
目
に
当
た
る
将
軍
の
向
か
い
の

方
位
を
、
別
名
「
姫
金
神
」
の
座
す
方
位
と
よ
ぶ
。
（
ω
で
は
年
ご
と
に
図
示
し
て

い
る
。
）

　
右

の

方
位
の
説
も
、
「
四
悪
十
悪
」
説
の
一
方
（
B
系
統
）
も
、
共
に
、
あ
る
基

準
と
な
る
支
か
ら
四
ツ
目
に
当
た
る
支
と
十
目
に
当
た
る
支
を
併
せ
て
忌
む
点
が
共

通

し
て
い
る
。
金
神
・
姫
金
神
の
説
が
江
戸
時
代
後
期
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
、

二

系
統
あ
っ
た
「
四
悪
十
悪
」
説
が
こ
の
時
期
に
、
基
準
の
支
か
ら
数
え
て
四
ツ
目

と
十
目
の
支
を
共
に
忌
む
と
い
う
一
系
統
に
収
束
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
全
く
無
関

係
と
は
考
え
難
い
。
金
神
・
姫
金
神
の
説
の
、
「
四
悪
十
悪
」
説
へ
の
影
響
に
つ
い

て

は
、
今
後
更
に
追
究
し
て
ゆ
き
た
い
問
題
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
現
在
の
所
謂
「
四
目
十
目
」
の
俗
信
が
、
そ
の
発
生
当
時
の
江
戸
時
代
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
現
在
進
行
形
で
ど
の

よ
う
な
新
し
い
解
釈
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て

来
た
。

　
従
来
、
こ
の
俗
信
に
関
し
て
、
そ
の
実
像
を
物
語
る
江
戸
時
代
の
資
料
が
提
示
さ

れ

た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
意
識
的
に
引
用
部
の
分
量
を
多

く
し
た
。
夫
婦
の
本
命
の
四
ツ
目
同
士
、
十
目
同
士
を
忌
む
と
い
う
俗
信
が
、
決
し

て

「
夜
目
遠
目
」
の
諺
の
も
じ
り
と
い
っ
た
よ
う
な
単
純
な
成
り
立
ち
に
よ
る
も
の

で

は
な
く
、
中
国
の
五
行
説
な
ど
と
も
関
わ
る
ル
ー
ツ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で

き
た
。
今
後
、
こ
の
俗
信
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
言

い
伝

え
を
調
査
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
俗
信
の
江
戸
時
代
の
文
献
中
に
現
れ
た
例

を
よ
り
多
く
採
集
し
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

註（
1
）
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
2
）
　
『
生
活
文
化
研
究
所
年
報
』
第
5
輯
（
平
成
三
年
一
一
月
刊
）
所
載
の
「
翻
刻
史
料
　
女
嗜

　
　
日
用
賓
」
（
大
森
利
香
・
別
府
正
子
・
鬼
頭
恵
子
翻
刻
）
に
よ
る
。
秋
山
光
文
氏
ご
教
示
の
資

　
　
料
。

（
3
）
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
4
）
　
狩
野
文
庫
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
5
）
　
『
言
鯖
』
（
清
、
呂
種
玉
撰
）

（
6
）
　
『
儀
礼
士
喪
礼
』
（
周
公
作
と
も
い
わ
れ
る
『
儀
礼
』
一
七
篇
の
内
の
一
篇
「
士
喪
礼
」
）

（
7
）
　
『
狸
諺
資
料
集
成
』
第
四
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
8
）
　
『
狸
諺
資
料
集
成
』
第
七
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
9
）
『
唐
会
要
』
（
宋
、
王
浦
撰
）

（1
0
）
　
『
海
録
砕
事
』
（
宋
、
葉
廷
珪
撰
）

（
1
1
）
　
『
稀
親
往
来
物
集
成
』
第
一
六
巻
（
平
成
九
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
2
）
　
前
に
「
男
女
悪
相
生
」
と
題
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
の
で
、
「
同
」
と
は
「
男
女
」
を
指
す
。

（
1
3
）
　
『
節
用
集
体
系
』
第
三
〇
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
4
）
　
『
往
来
物
体
系
』
第
九
四
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
三
三
巻
（
平
成
七
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
『
往
来
物
体
系
』
第
九
四
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
7
）
　
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
九
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
1
8
）
　
謙
堂
文
庫
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。
書
名
・
刊
年
が
同
じ
で
頭
書
の
な
い
別
書
も
存
す
る
。

（
1
9
）
　
謙
堂
文
庫
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
2
0
）
　
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
九
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
1
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
2
2
）
　
『
節
用
集
体
系
』
第
六
三
巻
（
平
成
七
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
3
）
　
『
往
来
物
体
系
』
第
九
三
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
4
）
　
謙
堂
文
庫
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
2
5
）
　
『
狸
諺
資
料
集
成
』
第
八
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
6
）
　
『
狸
諺
資
料
集
成
』
第
＝
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
7
）
　
『
こ
と
わ
ざ
研
究
資
料
集
成
』
第
七
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
2
8
）
　
昭
和
五
四
年
刊
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
の
複
製
本
に
よ
る
。

（
2
9
）
　
『
こ
と
わ
ざ
研
究
資
料
集
成
』
第
一
七
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
3
0
）
　
『
こ
と
わ
ざ
研
究
資
料
集
成
』
第
一
八
巻
（
平
成
六
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
3
1
）
　
『
狸
諺
資
料
集
成
』
第
一
〇
巻
（
昭
和
六
一
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。

（
3
2
）
　
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
二
入
巻
（
平
成
七
年
刊
、
大
空
社
）
に
よ
る
。
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［十二支の四ツ目・十目に関する俗信について］・一聴尾尚子

（
3
3
）
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（
3
4
）
　
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
る
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
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『方鑑精義大成』巻上23丁裏・24丁表（東京人学附属図書館所蔵の版本）図4
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Superstitions　on　the“yρおumダ，　and　the“πmθ”of　the　Chinese　Zodiac

Calendar

AGIo，　Naoko

Among　many　fblk　beliefS，　the　superstitions　of　the　Chinese　zodiac　calendar　have　not　been　widely

studied　and　many　of　their　aspects　are　still　unknown．　In　the　previous　article，　I　have　discussed　the

“ nanatsume”superstition　during　the　Edo　period，　which　says　a　seven　year　old　difference　makes

for　a　good　couple　and　a　good　omen　for　a　happy　marriage．　At　that　time，　it　was　also　believed　that

afour，　or　a　ten　year　old　difference　is　evil　and　should　be　avoided　for　marriage．　This　paper　ex－

plores　these　folk　beliefs　on　the“yotsume”（the　fourth）and　the“tOme”（the　tenth）．

　　　Although　some　authorities　view　that　the　taboo　of　the　fourth　and　the　tenth　had　developed

along　side　of　the　positive　belief　on　the　seventh，　they　have　an　independent　origin．　According　to

previous　research，　the　taboo　originated　the　belief　of‘‘四厄重惑sん加W一ゴwα々〆during　the　middle

Edo　period．　Playing　upon　words，　it　was　also　called　as“四悪十悪鋤α々μ．∫碗肋”，　meaning　that　the

figures　of　fourth　and　tenth　bring　a　misfortune．　My　study　reveals　that　another　proverb，“四厄十

惑s々姥μ．ゴw碗〆also　led　to　the“四悪十悪sん倣句π城μ”．　These　superstitions　may　have　de－

veloped　under　Chinese　influence．

　　　The　research　shows　that　the　taboo　was　interpreted　in　two　different　ways　during　the　Edo

period．　One　is　to　have　a　single　tabooed　zodiac，　either　the　fourth　or　the　tenth，　and　another　sees

both　as　taboo．　The　latter　gained　a　greater　popularity　and　is　still　in　practice　today．

　　　Current　dictionaries　generally　call“四悪十悪Wα〃μ・∫π擁〆as“四目十目夕（w．；励¢”．　This　is　be－

cause　the　forbidden“yotsume”and“t6me”in　the　belief　of“四悪十悪sM傭μ．ゴ伽々〆was　connected

to　a　closely　pronounced　proverb　of“夜目遠目夕微θ一産励θ”during　the　Meiji　era　and　finally　comes

to　be　written　as“四目十目夕07π〃σw”．　Again，　a　combination　of　sounds　played　a　key　role　in　the

development　of　superstitions　and　the　nomenclature．

　　　The“yotsume”and　the“tOme”beliefs　produced　a　wide　range　of　superstitions　not　only　fbr

zodiac　calendar　year　but　also　for　zodiac　system　of　direction．　During　the　Edo　period，　it　was　wide－

ly　believed　that　the　fburth　and　the　tenth　zodiac　direction　of　a　given　year　are　evil．　Future　re・

search　will　shed　Ught　on　the　relationship　of　the　fblk　belief　of　the　zodiac　direction　and　the“四悪十

悪sんiα〃例侮敵”．
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